








27 28

「付き合っている」や「婚約した」という言葉から皆さんはどんなカップルの姿を想像しますか？

今の日本では、同性カップルが法律上の結婚を選択することはできません。私たちの生きる社会ではまだまだ異性愛が当たり前とされる場面

が、制度上でも人々の認識の中でも多く残っています。これを読んでいる方の中でも、つい「付き合っている」や「婚約した」という言葉から無意識

に異性愛のカップルを想像した方もいるのではないでしょうか？

今回は、とあるレズビアンの女性が美容院で実際に経験した出来事をご紹介します。

人権問題 あるレズビアンの経験

あるレズビアンについてはこちらから

https://www.instagram.com/p/
CnY-qcgtsn5/

婚約指輪を見て、当然異性カップルであるという想定のもと

「6年付き合って結婚しないなんておかしい」という決め付けを

されてしまった主人公。カミングアウトへのハードルがまだまだ

高い現状では、タイミングを逃して言い出せないという状況は

多くあります。そうすると必然的に異性愛者前提で話が進めら

れてしまうことはしばしばあります。

わざわざカミングアウトをしなければ"いないこと"にされてしま

う。そして自分にとっての大切な存在も"いないこと"にされた

り、誤解を持たれたままになってしまったり…。

そもそも、どれくらいの期間付き合って結婚をするのか／しない

のかというのももちろん個人の自由ですし、結婚しないことが

おかしいというのも、違うはずです。

「異性と付き合うことが当たり前で、その先には当然のように結

婚がある」という価値観はまだまだ根強く、そんな風潮の中で傷

つきを日々重ねている人が、この社会にはたくさん存在します。

それは、たとえば異性愛のカップルであっても様々な理由で結

婚を選択しないという人にも当てはまることです。

そして、なによりも今の日本ではまだ同性カップルは法律上の
結婚を選択することはできません。同性婚が法制化されていな
い現状で、「結婚したくてもできない人がいる」という事実から
目を背けることはできません。

現実には、何年も何十年も同性のパートナーと生活を共にして

いる人がたくさんいますし、中には結婚したいと思い続けて、そ

の願いが叶わずにこの世を去ってしまった方々もたくさんい

らっしゃいます。

また、長年連れ添ったパートナーの危篤の場面で面会を断られ

てしまうなど、同性婚が法制化されていない現状では、今この瞬

間にも傷つきを強制される人々がいるのです。

目の前の相手がどんなパートナーと共に生きているのか決め付

けないこと。結婚という選択肢を「当たり前に選べる」人、特権

を持つ人こそ、その想像力を常に心に置いておく必要があるの

だと感じさせるエピソードでした。
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人権問題 ホモソーシャルとは？

世の中には、本当に様々な形での"こうあるべき"が渦巻いています。そうした同調圧力の中で「自分はそれに当てはまれないな」と感じる場

合、生きづらさを感じたり、「劣っている」と誰かに評価されてしまったり…。

そうした数々の同調圧力の中でも、男性同士の空間で流れる"こうあるべき"は、かなり厄介の1つ。その、男性同士の空間で流れる"こうある

べき"を「ホモソーシャル」と呼びます。

ホモソーシャルについてはこちらから

https://note.com/palette_lgbtq/n/
nef751beeeb21

ホモソーシャルとは、「同性同士の性や恋愛を伴わない絆や繋が

り」を指す言葉です。いわゆる"男の付き合い"といった意味で使

われることが多いこの言葉は一見、ポジティブな意味にも捉えら

れるような気がしますよね。しかし実は多くの問題を指し示してい

ます。

たとえば次のように感じたことのある人も多いのではないで

しょうか？

①会社の上司や同僚にキャバクラや風俗に誘われたけど本当は
行きたくない
②裸で温泉に入ることや人前で立ちションすることに抵抗がある
③甘いものや流行りものが好きだと言いづらい
①の場合、「男たるもの、みんな女遊びが好きだろう」という前提

で、男性同士の付き合いが深められようとしています。そしてその

誘いを断った場合、「男らしくないな、男が好きなのか？」などの言

葉を投げかけられてしまいます。

②のように「男は裸が恥ずかしいわけがない」「裸の付き合いこそ

男の付き合い」といった価値観が共有されている環境では、人前で

裸にならないことは「男らしくない」と評価されてしまいます。

③の場合は「甘いものや流行りものは女性が好むもの」という意識

が根底にあります。そうしたものを好きだと言うと、またこちらも

「男らしくない」ということになってしまうのです。ここでポイントと

なるのは、ホモソーシャルな関係性を結ぶためにミソジニー（女性
蔑視）・ホモフォビア（同性愛嫌悪）が発動してしまうということ。

上にあげた例から、"男らしさ"で表される男性像が「性的欲求を持

つ異性愛者」であることがわかります。また基本的に「女性は男性

より劣った存在」という価値観も隠されています。

だからこそ「一般的に"女性のもの"とされるものを好む男性は

劣った男性だ」と評価されてしまい、さらに「そんな女性を性的に

消費することは男らしさ」というのも、ミソジニーの価値観と言えます。

そして、こうした"男らしい"あり方から外れると、途端に「男として

一人前じゃない」というレッテルを貼られてしまったり、「同性愛者

ではないか？」と言われたり…。ここに、同性愛嫌悪（ホモフォビ

ア）が現れていることもわかります。

「同じ価値観を共有し、同質であろうとする」ことは、つまり「異質

なものを排除する」ということ。ホモ（同一の）ソーシャル（社会）な

空間は、常に同質ではないもの（女性、同性愛者、そしていわゆる

"男らしくない人"）を排除することで成立するのです。当然のこと

ですが、男性と一言で言ってもいろんな男性がいます。"女遊び"

に興味がない男性、お酒が強くない男性、個室でトイレをしたい男

性、甘いものが好きな男性。そしてもちろん、男性のことが好きな

男性や、恋愛感情・性的欲求を持たない男性、そして可愛らしい

服装やメイクを楽しむ男性も…。

このマンガをパレットークが公開したとき、SNSでとても多くの共

感コメントをいただきました。きっと、それだけこのホモソーシャル

な空気に違和感を覚える人が多いということでしょう。もしかした

ら今あなたが1人で感じ、押し殺している違和感を、隣の誰かも密

かに感じ、必死に押し殺しているかもしれません。

「どっちが上で、どっちが下」などというヒエラルキーは、いらな

い。誰かを傷つけることで作られる繋がりも、いらない。そのこと

が、いわゆる"男社会"とされる環境でも少しずつ広がっていくと

いいな、と思います。
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最近よく聞く「LGBTQ+」ってなに? カミングアウトされたら、どうす

ればいいの?カミングアウトするときに、気をつけなければならないの

はどこ?日常生活において、どういった不都合が生じているの?職場で

はどんな質問が「ハラスメント」になるの?なぜ、同性での結婚は認め

られていないの?法律で同性では結婚できないっていうけれど、パート

ナーシップ制度ではだめなの?どうしたら、みんながより快適に過ごせ

る環境をつくれるの?フェミニズムとLGBTのかかわりって?

本書は、いまさら聞けない「LGBTQ+」の基本から、最新の情報、お互

いにできることまで、19の体験談を含む22のマンガを読みながら楽

しく学べる作品です。各章には解説やよくある質問FAQもついている

ので、なんとなく興味がある人にも、詳しく知りたい人にもぴったり! 各

章にワークもついていて、手を動かしながら理解を深められます。

palettalk_

「知らなかった」を言い訳にして、誰かを傷つける時代を終わらせよう
イマサラ聞けないLGBTQ+のギモンに答える入門書!

早稲田大学文学学術院 准教授 森山至貴氏 解説

〇 内容紹介

・「LGBTQ+」について知りたい人、

  もっと学びたい人

・性に関する悩みがある人、モヤモヤしている人

・生徒の教室での居心地をよりよくしたい学校関係者

・職場で無意識にハラスメントしていないか

  気になる上司 など…
このような方々にオススメです。
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社会的養護 児童養護施設のギモンを解決！10のQ&A Lond SUSTAINABLE MAGAZINE VOL.4

児童養護施設は児童福祉法に定められた児童福祉施設の一
つです。児童養護施設には予期できない災害や事故、親の離
婚や病気、不適切な養育を受けているなど、さまざまな事情に
より、家族による養育が困難な２歳からおおむね18歳の子ど
もたちが家庭に替わる子どもたちの家で協調性や思いやりの
心を育みながら生活しています（全国児童養護施設協議会
ホームページより）。

自己紹介が遅くなりました。今回このページをご一緒させてい
ただきます、田中れいかと申します。私は両親の離婚をきっか
けに7歳から18歳までの11年間、東京都世田谷区にある児童
養護施設「福音寮」で生活をしていました。実は前回のLond  
sus t a inab l e  magaz ine  Vo l . 3で書籍『児童養護施設という
私のおうち（旬報社）』の内容をきっかけに社会的養護という
理念について紹介させていただきましたが覚えていらっしゃ
いますでしょうか？きっと忘れている方もいますよね(笑)今回
はその続編として、もう一歩踏み込んだ「児童養護施設ってど
んなところ？」というギモンから、みなさんの「知りたい」「わか
らない」にお答えしていきたいと思います！

質問１：虐待かもと思ったら"189（フリーダイヤル）"と書いて
あるけど、電話をしたらどうなりますか？（20代 女性 会社員）

回答１：電話をしたら「親と引き離されてしまうのかな. . .」「そ
の子の親にバレてもっと虐待がひどくなるかも. . .」。活動をす
るなかで、そんな声に数多く触れてきました。
電話の窓口となるのは児童相談所という場所で、すべての子

どもが心身ともに健やかに育ち、その持てる力を最大限に発
揮できるように家族等を援助し、ともに考え、問題を解決して
いく専門の相談機関です。固定電話から発信すると自動で近
所の児童相談 所へつながり、携帯電話から発 信するとオペ
レーターにつながります。相談を受理した後には、児童相談所
の職員が支援計画を策定し、そのご家庭の支援をするため動
いてくれます。
もちろん、電話をかけてくれた人の秘密は守られます。

「そもそも虐待ってどんなこと？」と思う人はこちらを参考にし
てみてください。現在、厚生労働省では虐待の種類を以下の４
つに分類しています。

質問2：急にクラスからいなくなった子がいると娘から聞きま
した。その子はどうなったのか娘がすごく気にかけていて。そ
れを聞いた私も気になっています。（40代主婦）

回答2：きっと娘さんは、転校してしまったその子と仲がよかっ
たのかもしれませんね。この質問に触れて、現実としてあり得
ることだなと思ってしまいました。このケースについて断定は
できませんが、社会的養護と呼ばれる児童福祉施設に入所す
ることになり、急にいなくなってしまった可能性もあります。
施設等の名称はこちらをご覧ください。

施設に入った場合は、ケースにもよりますが、前の学校には戻
れません。それが一時保護や施設入所の課題という人もいま
す。なぜなら、子どもの人間関係がぷっつり切れてしまうから
です。学校の先生も個人情報にあたる内容は生徒に説明がで
きないので「ご家庭の事情で」としか言えず、友達に居場所を
伝えることができないまま新生活が始まります。

こうした子ども・若者期における育ちの保障として、東京都23
区では各区に児童相談所を設置することで、子どもたちが生
まれ育った場所で生活しつづける環境を整備するよう動き出
しています。中には児童養護施設とセットで新設する地域も
出てきており、地域の子どもは地域で育てる取り組みが広が
りはじめています。この環境整備により、友達が急にいなくな
るということは減っていくことと思います。

質問3：児童養護施設ってどうやって運営しているんですか？
財源について知りたいです。（20代 男性 NPO職員）

回答3：全国に約600ヶ所ある児童養護施設には、約3万人の
子どもたちが生活をしています。この児童養護施設をはじめ
とする児童福祉施設は「子ども1人に月いくら」と決まった金
額が入所している施設に支払われる仕組みになっています。
専門用語で「措置費」といい、施設を運営するために必要な職
員の人件費、子どもたちの衣食住にかかる必要経費、お小遣い
や学習にかかる経費も含まれます。
この財源は国庫負担が1/2、残りは行政、一部本人（保護者）負
担となっています。平成22年でいうと約813億円の予算が計
上されており、みなさんが納めている税金によって施設等で
暮らす子どもたちの生活が支えられています。

（引用：厚生労働省 社会的養護の仕組みの特徴）
ht tps : //www.mh lw.go . j p /s t f /sh ing i / 2 r 9852000000 yb r 9 - a t t / 2 r 985200

0000ybzm .pd f

質問4：施設というと大所帯の集団生活！というイメージがあ
りますが実際はどうなんですか？（50代主婦）

回答4：映画やドラマだと大人数で生活している描写がみられ
ますが、実際は施設によって違います！
私の施設は2歳から18歳までの子どもたちが男女ごちゃ混ぜ
で生活をしていました。入所してすぐの時は1ホーム12人、卒
園間近になると1ホーム8人、現在は1ホーム6人で生活をしてお
り、より少ない人数で生活することが推奨されてきています。
施設といっても、子どもたちにとっては「おうち」なので、栄養
士や調理師の指導のもと、施設職員が朝昼晩のご飯を作って
くれます！

部屋割りについては、私が入所してすぐの時は2人で1部屋。約
6畳の部屋に2段ベットと学習机が2つ置いてありました。です
が、生活する子どもの人数が少なくなるにつれて、1人1部屋で
過ごせるようになりました。「施設はおうち」という意識が、よ
うやく生活の場にも現れはじめたのです。

おまけになりますが、こちらは建て替え前の児童養護施設の写
真です。建物が老朽化しており、子どもたちから「トイレが怖
い」という意見が挙がっていたそうです。現在は施設を建て替
えて環境が大きく改善がされましたが、まだまだ建物上の理由
から、大所帯での集団生活をせざるを得ない施設もあります。

質問5：たくさん知りたいことがあります！（40代 主婦）
質問5-1：誕生日はまとめて開催しますか？

回答5-1：まとめて！なんてことはありませんでした。一年に一
回、誕生日の日に自分のためだけにパーティーを開いてくれま
した。プレゼントは予算が決まっていて、1人3,000円～5,000
円くらいで欲しいものをリクエストすることができます。肝心
の誕生日ケーキは、31のアイスケーキやコージーコーナーの
ケーキを購入する時もあれば、職員さんの手作りの時もあり、
比較的自分の希望が通るようになっています。
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質問5-2：習い事はできますか？

回答5-2：できます！私はピアノのボランティアさんが施設に来て
くれていたので、毎週一回30分から1時間レッスンを受けることが
できました。ピアノを習って自信がついて、中学校の3年間 合唱コ
ンクールで伴奏者に立候補しやり切りました！
習い事は個別の対応になってしまうのでお金がかかる場合は職
員会議が必要ですし、送り迎えの有無なども考慮して、許可する
かどうかが決まります。これは一般家庭と同じですね。

質問5-3：親代わりの職員さんは固定なんですか？

回答5-3：両親のもとで暮らすように、かかわる大人も極力変わら
ないほうがいいという思いからのご質問かと思いますが、実は子
どもにかかわる職員の確保と定着が充分ではない現状がありま
す。詳しくは質問⑦でお答えします！
職員と子どもの関わり方については、大きく２種類あります。一つ
目は個別担当制といって「この職員はAちゃん担当」と決めている
場合、二つ目はチームアプローチといって「複数人の職員でAちゃ
んを担当する」場合です。統計的なデータはないですが、ほとんど
の児童養護施設がチームアプローチを採用していると感じてい
ます。それは、職員と子どもの関係が近づきすぎて泥沼化していく
ことを防いだり、国から預かっている大切な子どもということで
複数の視点で養育することが大切だ、という思いの反映だとある
施設職員さんがいっていました。
個別担当制については、ドキュメンタリー映画『隣る人』に登場す
る児童養護施設 光の子どもの家（埼玉県加須市）で採用されてい
ます。映画（または書籍）を見ると、職員と子どもの密な関係性に
心がほっこりすると思います。

質問5-4：親に会いたいと言われたらどこまで対応できますか？
家に帰れる子はどれくらいいるのでしょうか？（30代 女性 会社
員）

回答5-4：ここでは、親に関するデータを紹介したいと思います！
児童養護施設＝孤児院と思う人も少なくないですが、現在の児童
養護施設では両親またはひとり親のいる子が93.3％、親のいない
子は5.1％となっています。また、親御さんとの交流についてです
が、大きくいうと①間接的な交流（電話・メール・手紙） と②直接
的な交流（面会・外出・外泊） があり、①②を含む何らかの交流が
ある子は71.6％となっています。親はいるんだけれども、一緒に
暮らすことができない理由があって別々に生活をしているので、
電話をしたり会ったり泊まったりすることができているんですね。
子どもの「親に会いたい」気持ちについては、担当の職員が児童相
談所の職員と相談を重ねて決定していきます。まずは①間接的な
交流を重ね、それ以上の交流が適当と認められれば②直接的な
交流が認められ、最終的には家で生活が送れるよう準備を進めて
いきます。
実際に家に帰れる子は27.7％となっており、半数以上は自立まで
施設で過ごすことになっています。

（引用：児童養護施設入所児童等調査の概要 平成30年2月1日 厚
生労働省子ども家庭局）

質問6：以前、ボランティア活動でぬいぐるみや洋服を寄贈しまし
た。渡すだけ渡してしまって...子どもたちがどう思っているのか知
りたいです。（10代 女性 高校生）
回答6：アクションしてくれただけでも嬉しいのに、受け取った子
たちのことまで思いを寄せてもらえて温かい気持ちになりまし
た。ありがとうございます。質問③で財源について紹介しました
が、ぬいぐるみや洋服は自分のほしい物を買うことができる状態
にあります。よって、中古よりも新品（未使用に近い）が嬉しいかな
と個人的には思いますが、いただいた物の中から「これほしい」

「私はこれ！」とやりとりしながら振り分けられるので、喜んでい
ないということはないと思います。寄付をする時に施設の職員さ
んと対話を重ねていくと、寄付のミスマッチが減るのでおすすめ
です。
また宣伝にはなりますが、児童福祉施設さんが作成したAmazon
ほしい物リストを集約したサイト「ナカソラ」を運営しているので、
寄付をする時や寄付先を探している時はぜひこちらをご活用くだ
さい！

質問7：職員さんは長く勤めていますか（長く関わってほしいとい
う願い）？（40代 主婦）

回答7：このご質問については、データを紹介させてください。
NPO法人ブリッジフォースマイルが調査した「全国児童養護施設
調査2012 施設運営に関する調査（2013年4月）」によると、離職し
た職員の割合は0~3年目が49％、4~5年目が16％、6~10年が
18％、11年～20年目が10％、21年以上が7％となっています。
約半数の人が3年以内に離職する...。入所していた子どもからする
と、あながち間違いではないと思ってしまう自分がいます。それほ
ど施設職員の入れ替わりが多く、私が入所していた時は1年に1人
は離職、または他のホームへ異動していき、特定の大人と信頼関
係を築くことが難しい環境にありました。
残念ながら子どもは生活する施設を選べません。だからこそ、全
国すべての児童養護施設で施設職員さんが働きやすい環境づく
りを実践してくれたらいいなと願うばかりです。

質問8：施設にいる間のストレスはどこで発散していましたか？悩
みを相談する相手がいたのかなど気になります。（20代 男性 大
学院生）
回答8：学生寮や社員寮で生活したことのある人はイメージが湧く
かと思いますが、集団生活をしていると（ましては個室がない場合

は特に）1人になれる場所がなく、ストレスの発散場所がないとい
う子も過去に出会いました。
私はというと、習っていたピアノの練習場所が施設の3階で、練習
しに行くとそのほとんどが一人であったこともあって、ピアノの置
いてあるホールが私にとってのストレス発散場所でした。
悩みの相談については、毎日誰かしら大人がいるので、相談しや
すい環境にありました。この点については施設だからこそのメリッ
トかもしれません。みんながいる昼間の時間はどうしても恥ずか
しかったので、寝静まった23時くらいに職員室をそーっとノック
して話をしたり、先生が作ってくれたココアをお供に話をしたりす
ることもありましたね。職員にとっては時間外勤務になりますが、
急かすことなく話を聞いてもらえたことが嬉しかったです。

質問9：里親という制度があるのは知っていますが、実際に体験し
た子たちはどう思っているんですか？主婦の私たちができること
は何がありますか？（50代 主婦）

回答9：児童養護施設のように複数人の子どもで生活を送るのが
苦手という子にとっては、里親家庭のように一対一のかかわりが
できる環境が心地よいと教えてくれた子がいました。ただ一方で、
一対一の関わりだからこそ辛くなるという声も聞いたことがあり
ます。合うか合わないかは人それぞれということですね。
その前提を踏まえた上で、みなさんができることとして挙げられ
るのは「週末里親」かなと思います。東京都では「フレンドホーム」
と言いますが、週末だけ施設の子を自分の家庭に迎え入れて、家
庭での生活を経験してもらう支援のかたちです。ボランティアと
は違って寝食をともにする関係になるので、継続的に関わりがで
き、成長を密に見守ることができます。より深く、継続的に関わり
たい人は検討してみてください！

質問10：「18歳になったら施設を出ないといけない」というのは本
当ですか？いきなり社会に放りだされて戸惑い、悩み、行き場を失
うこともあるようです。そんな子たちを支援する仕組みはあるの
でしょうか？（40代 女性 会社員）

回答10：鋭いご質問をありがとうございます。「施設に入ったら安
心」なのは一理ありますが、施設を出たあとのサポートをすること
も、児童養護施設の役割の一つです。近年は施設を出たあとの支
援のことを「アフターケア」と言い、それを行う専門職「自立支援
担当職員」が配置できるようになり、施設を出たあとも関わり続け
る支援の輪が広がってきています。
支援例で言いますと、①食糧支援 ②居場所支援 ③就労支援 が
あげられ、これらのすべてを施設で行っている場合もあれば、支
援団体と連携してサポートしていく場合もあります。まだまだ十
分とは言えないですが、関係者一同一丸となって改善している最
中です。
これで10の質問、すべての回答が終わりました！改めまして

「児童養護施設のギモンを解決！10のQ&A」はいかがでした
でしょうか？

今回、幅広い年代の人たちから質問を募ってみて感じたのは「知り
たいけど知る機会がない人がたくさんいる」ということです。そし
て知れば知るほど、漠然とした気持ちになりませんか？「当事者で
ない私がどうこう言える問題ではない...」「こんな現実変えられる
のかな...」
そんな時は「社会的養護」の理念にもう一度立ち返って考えたい
と思います。

「社会的養護とは、保護者のいない児童や保護者と一緒にいるこ
とができない児童を社会が保護して、困難を抱えている家庭とそ
の子どもに支援をすること」です。「子どもの最善の利益のため
に」「社会全体で子どもを育む」ことが社会的養護の理念です。
社会全体というのは、国や行政はもちろんなのですが、私たちも
含まれています。私たちがすぐさま大きなお金を動かしたりする
ことは難しいかもしれませんが、率先して学ぶ・自分にできる範囲
で支援を探し検討することも立派な「社会的養護」です。ぜひ今
回の企画を通して、自分にできることを考えるきっかけになった
ら嬉しいです！

■書籍について
児童養護施設=「かわいそう」はもう古い!
児童養護施設をアップデートする、あたらしい「社会的養護」入門

「休日は何してるの?」 「おこづかいはもらえるの?」 「親とは会うの?」
施設のリアルな生活、進学事情、親との交流、退所後の課題など、
わかりやすく解説。
児童養護施設職員、学校教員、行政……子どもに関わる人の声も
集めました!
◎世田谷区長 保坂展人さん×田中れいか 特別対談収録

Instagram

▽ DMで質問する！

▽ 社会的養護専門 たすけあいch

https://www.instagram.com/tanaka_reika/

▽ 本で学びを深める！

ナカソラ

https://nakasora.glideapp.io/

YouTube

https://youtube.com/@tasukeai-ch

児童養護施設という私のおうち

amazonから
ご購入いただけます。

知ることからはじめる子どものためのフェアスタート

社会的養護 児童養護施設のギモンを解決！10のQ&A
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2022年、ロシアがウクライナに侵攻してすぐにウクライナ首都キー
ウに足を運んだジャーナリスト小西遊馬さんと戦争や平和につい
て率直に、そして本質的に対談をさせていただきました。

（Lond代表 石田吉信）

石田 : 今までどういう場所でどんな作品撮ってきましたか？

小西 : 一番最初にドキュメンタリーを撮影させてもらったのが、バン
グラディッシュのロヒンギャ難民キャンプ、それからはアメリカの黒
人差別のこと、フィリピンの路上で暮らす血の繋がらない家族につ
いて、2019年の香港の民主化運動について、一番最近だとウクライ
ナの戦争の最中に行ってドキュメンタリーを撮っていました。

石田 : なるほど。小西さんは社会問題があるところに撮影に行って
いると思うんですけど、世の中にそういうところが多くある中で、今
回はここに行こうと決めている基準は何でしょうか？

小西 : 前の取材が引き金になることはよくあって、取材現場での新
しい出会いや聞いた話がきっかけになったり、自分の思想や哲学
を探求したいという想いがあるので自分の中の「？」に答えを求め
て選ぶこともあります。
あとは、例えば一番最初のバングラディシュのロヒンギャ難民キャ
ンプだったら、僕が高校1年生の時にイタリアに留学してたんですけ
ど、そこで出会った難民の方と親友になって、その親友のことも含
めて、難民として生きるとはどういうことなのか、そうしたことを考
え、行ったというのがあります。

石田 : 自分の興味、知りたいというだけならばそこへ行けばいいだ
けじゃないですか。作品として撮影をするということには何か意味
はあるのでしょうか。

小西 : 伝えたいというところが、まずは一番最初にあって、ただ実

態として伝えたことで出せるインパクトの大きさというのは、そんなに
大したものではないかもしれなくて。
ただ、カメラを持って第三者としてその現場に行くというのは、すごく
マジカルで、そして実際に現地に行き活動を行うことで「今起こってい
る事を忘れていない」と当事者の方々に思ってもらえるきっかけにな
ります。例えば、お酒の場など見ず知らずの出会った人に、自分のトラ
ウマや過去の出来事を何故か曝け出せてしまうような感覚で、この場
限りの他人だからこそ打ち明けられる事もある。
僕のような存在に対して何かを吐露することで、何か救われるみたい
なことがあるとすれば、制作を続けている意味や理由になります。

石田 : なるほど。2022年、ロシアの侵略戦争が始まって、日本のメ
ディアがまだウクライナに入っていない早いタイミングで現地に行
かれていたじゃないですか。あれは反射的なものだったんですか。

小西 : あれは反射的なものでしたね。反射的なものでもあり、それ
はさっきも言ったみたいに、前の取材が引き金になっているところ
もあって。
ウクライナの前はバングラディシュとか引き続き取材していたんで
すけど、2019年に始めた香港の民主化運動の取材が自分の中で大
きくて、自由のために闘って、そして結局自由を勝ち取れなかった
という状態になってるんです。香港を追われた人たちもたくさんい
て、みんなロンドンに逃げたいとか日本に逃げたいとか、そういう
中で香港人の知り合いのジャーナリストがウクライナに先に行って
たのですが、彼自身も民主化運動の活動で香港に帰れない身だっ
たのでイギリスに亡命していました。母国に帰れない人間が今から
帰れなくなる人たちを撮るというのは何なんだろうという。そこに
全てが宿るような気がしました。香港民主化運動の時僕も含めた
現地にいた多くのメディアが過熱的な報道をしていましたが、今は
段々と忘れられています。だから僕の知り合いのジャーナリスト自
身もある種忘れられていく人間として、これから忘れられていく人
間をどういう風に見るのだろうか、そういう考えに引き込まれて
行った感じです。あとは日本のメディアが入っていなかったというこ
とですね。

石田 : なるほど。現地報道者としてニュース番組にもLiveで出てい
るのを当時拝見していましたが、ドキュメンタリー作家としてまだ
メディアが入っていないところに率先して行くことに対して、何か大
義みたいなものは感じていたんですか？

小西さん : そこはやっぱりありましたね。報道されない日本ではほ
ぼ全てのメディアが海外から2次的な情報を取って戦争報道してい
るという中、情報を届ける側の人間としてちゃんとした情報を届け
たいっていう思いは、すごくありました。なのでその後、日本のメ
ディアが多く入ってきてからはあまり活発に活動はしていません。
僕じゃなくてもできることはあるので。

石田 : 序盤に動いたという感じですね。僕はインスタグラムで小西
さんが現地に行っているのをスマートフォンの画面越しに見ていて
シンプルに怖いなと思いました。

実際に現地で撮影していた外国のジャーナリストの方が亡くなっ
た、数時間前には自分もその辺りにいた、とのような発信もしてい
て、大義を持って行っていたとは思いますけど、実際怖くなかった
のですか？

小西 : もちろん怖かったですね。ただ、今までメディアで話さなかっ
たことを、こういう場を借りて誤解を恐れずに言えば、僕はウクラ
イナで活き活きとしてもいました。
恐怖心もありましたけど、ウクライナである種世界の素晴らしさも
感じていました。それはなぜかと言うと、死というものが近くにあ
るという事でした。生と死というのは表裏一体じゃないですか。だ
から、死が近くにあったり死を感じていないと逆に生きているとい
うことを感じることは、実はすごく難しい。例えば一生死なないっ
ていうことは、そんな人生は楽しいのかということなんです。そうい
う意味で言うと、ウクライナで半分は活き活きしていたというのも
あります。
なんでこんなことを話すのかっていうのは、人間がそもそもどうい
う生き物なのかってことを考える必要を感じるからです。それを抜
きに戦争ってものを考えることは難しいので。

石田 : 恐怖心を感じながらも生きている実感も感じた。人間の本
質に触れられたということですかね。ウクライナの初めて会った人
で仲良くなったりとか、会話をした人で印象的な人はいましたか？

小西 : 一番最初にポーランドからウクライナまで列車で入っていっ
たんですよ。ウクライナからポーランド側に抜ける列車はもう死ぬ
ほど他国へ逃げて行く人がいて、すし詰めになっていたのですが、
僕が乗っていたポーランドからウクライナに入る方の列車というの
はもうほとんど誰もいないんですね。その中で、たまたまウクライ
ナの青年がいて急にGoogleトランスレート（翻訳機能）で話しかけ
てきたんですよ。それはすごく印象的でした。一番最初にちゃんと
話したウクライナ人でした。僕と同い年で、その青年は病気で学校
に行きながらポーランドの病院に行ってたんですよ。ただ戦争が始
まって家族との財政的な状態もあって…。
1日中ずっと血液を入れてないと亡くなる病気なんですけれど、戦
争が始まって、もうポーランド側から財政的にも受け入れられない
となって、爆撃されて地元に帰ってこいっていうことになった。
その帰っている最中。その話を聞いてもいないのに、Googleトラン
スレートで延々と僕に話してきた。

石田 : 戦争に対しては何か言っていましたか？
小西 : やっぱり戦争なんてやりたくないと言ってました。他にも、留
学していたりとか、他の国に住んでいた若いウクライナの男性とか
も戻ってきたりしていましたね。自ら兵隊に志願したいと言って戻っ
くる人もいました。

石田 : 小西さんの当時の発信の中で印象的だったのが、駅のホーム
でお父さんと家族がお別れを言うシーン。せっかく疎開したのにそ
の先にもミサイルが飛んできているような映像でしたね。

小西 : あの時は泣きながら撮っていましたね。お父さんは残らな
きゃいけない中、家族を安全な町へ避難させようとして、お父さん
は心配させないように一生懸命笑うんですよ。子供は小さいからな
んのことかよくわからないのか、もしかしたらお父さんを心配させ
ないように泣かないように我慢してたのかもしれないし、そういう
もの全てが非常に残酷でした。それで結局逃げた先にも爆撃が落
ちていて、電車からその爆撃が見えて。

石田 : 小西さんもその車内にいたんですよね。車内の様子はどうで
したか。
小西 : もう。なんていうのかな、悲しみですよ。何かもう唖然として
ましたよね。別に騒ぐとかもないです。悲鳴とかもなくて。もうた
だ、沈黙っていうか静かな悲しみと外から聞こえてくる空襲警報音
だけがある空間ですよ。
石田 : そんな戦争はまだまだ終わっていないですが日本では話題
にする人は当時よりだいぶ減りましたよね。

小西 : そうですね。僕自身もですけど、その忘却のスピードが半端
じゃない。だけど、それもそれで人間というものだと思います。

石田 : わかります。ただ、それと同時にそんな早く忘れていいんだ
ろうかみたいな。自分の生活圏にないものは忘れがちなことなん
だけど、まだ戦争が続いてることをそんな簡単に忘れていいんだろ
うかということを僕はずっと思っています。

小西 : そうですね。例えば、子どもが公園の砂場で一点集中して一
生懸命遊んでいるときに近くで自転車が倒れたり、他の子が泣き
始めたりとか、他の子どもが木から落ちて怪我したりとか、いきな
り起きた時に子どもって砂いじりやめてパッとそちらに気を流すこ
とがあるじゃないですか？でも、また数秒後には何事もなかったよ
うに砂遊びを始める。
日本に帰ってきて、そういう光景を見ていて「やっぱそうなんだな」
というか、それはある種の自己防衛じゃないですか。誰かに起きた
悲しいこと、つらいこともそうやって忘れていかないといけないっ
ていうのはもちろん分かるし、ただ何かどこまで忘れていいものな
のかっていうのはありますよね。
仮に砂場で遊んでいる子も、自分のお母さんが急に泣き始めたりし
たら、状況が違うじゃないですか。
一瞬で日常に戻るというのはそれだけ遠いんだなとも感じます。遠
いものにしてしまう報道とか切り取り方も問題だと思います。
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石田 : 僕らは実際には行っていないため、画面を通じてしか何が正
しいかも本当は分からないし、報道というのはどこに焦点を当てる
かによるじゃないですか。なので、それがすごくマクロなことが多い
し、戦争というものがただただ何もわからずに怖いとか悲しいとか
良くないとか、そういうふうにしか思えない。僕も一般人の感覚とし
てそんなふうに思うんですけど、実際に現地に行くと、僕が今言っ
たような一般的な感想とは少し変わりますか。
小西 : 実態としてはマクロなもので語り得るものじゃないので、変
わると思います。

石田 : 何かよくわからない戦争という大きなものに対して、ただ一
方的に良くないんだということしか思えない。早く終わってほしい。
もはやもう何が原因で起きているのかも分からないし、どこに向
かったらこれが終わるのかも分からないし、一般人はおそらくそれ
ぐらいの感覚だと思うんです。

小西 : 僕も色々考えてるんですけど、戦争というのがそもそも何な
のかっていうか。僕の中でも戦争はいいことではないのですが、同
時に、戦争の何が悪いのか、ということも考えるようにしてるんです
よ。家族を襲われたら、黙ったまま突っ立てる人は少ないと思いま
す。全力で戦いますよね。その際の戦いは悪ですか？その際の暴力
は悪ですか？そういうことです。だとしたら、戦争の倫理的な善悪
を考えているだけではどうしようもない。そもそも、考えなくたって
人を傷つけたり、人を殺したりするのは誰だって反対ですし、好き
でやる人はほとんどいないはずです。でも現実的に起きている。そ
れはなぜで、何が根本的にいけないのか。

加えて、今の世の中的に考えて、戦争がないことを平和って呼ぶん
だとしたら、じゃあ戦争がなくなったら、何を平和としてどういう日
常に感謝をするのかということを考えなきゃいけない。それは何で
考えなきゃいけないのかって言うと、さっきと同じで、単なる倫理
的な善悪で議論が終わってしまうからです。僕たちはただ「平和は
いいよね」で終わってしまうからです。しかも僕たちがイメージする
平和というのは、実は誰も確固たる平和をイメージできてない。平
和と言ってもそれがどういう状態なのか。

似たような事を生態系の自然に関する本を読んでいた時に感じた
事があって、自然はいいから豊かな自然を戻そうって言うけど、どう
いう状態が豊かは誰も知らないし、誰一人としてそれを確固たるも

のとしてイメージできてない。
だから例えば、はげ山になった緑を戻そうとか、この街に元々あっ
た豊かな緑を戻そうとか、でも元々あったものって何？とか。ジュラ
紀みたいな感じ？1000年ぐらい前？とか。それと同じで、その筆者
はそういう自然観を単なる美的感覚と言ったんですよ。こうあるべ
きだっていう自然の姿というのは、それぞれが内にある単なる美的
な感覚でしかない。単純な美的な感覚でしかなくて、誰にとってど
ういう意味でいいのかっていうことは、何一つ考慮されてない。平
和っていうものもそれと同様だなと思って。

石田 : 表面的ではない本質的なところをお話を聞いていて、確かに
戦争、平和に限らず、こういう社会が理想でしょうっていう実体の
ない言葉だけの理想が良しとされて語られて、そこの中身は何なん
だって言われたら分からないものが世の中にたくさん溢れていて、
みんながこれが正義だと言っているからいいんだよっていうところ
で思考停止させてしまって、実際、どういう社会・世界をみんなは目
指しているのか、どう生きたいのかという事を考えることができな
いし、思ったこともないというのが現状ですよね。

「サステナブルな世界」というのも正直言葉としてよく聞くけどそれ
がどんな世界なのか自分も含めてあまりわかってないと思います。

小西 : 伝えたいのは、戦争は悪くない！と言いたいのではなくて、考
えないといけないということです。悪を設定して、見せかけの正義
を唱えたり、それにすがって自己の貧弱な正当性を担保するのは簡
単です。でも、戦争が悪いっていうのは、暴力が悪いっていうことな
のか。それを引き起こした構造なのか。僕たちの暮らしは悪くない
のか(影響していないのか)。戦争と平和は対局なものなのか。つま
り戦争がなくなれば平和なのか、平和とはそもそもなんなのか。
石田 : ダメなものはダメ。それはそうなんですど、戦争のような事件
が起きないと誰も本質的な事を考えない。僕たちは今も起きてい
る戦争というものから、何を未来に繋いでいくのかというのをもっ
と考えた方がいいなと話を聞いていて思いました。

小西 : それこそ暴力という話は、僕たちは毎日生きてるということ
は何かの命を奪ってるっていうこと。我々の存在そのものが非常に
暴力的なんですよね。
それは別に、今は社会のシステムなどで自分が直接何かの命を奪
う必要がないだけで、毎日他の命をもらって生きている。そういう
ことから考えていくことが大切だと思うんですよね。

石田 : まさにそうですよね。その視点と戦争というのは、自分の中
では結びついていなかったですけど、それは人間が動物を食べて
いるとか、そういう話だけじゃなくて、例えば2022年カタールワー
ルドカップでも会場づくりで何千人という移民の労働者が不当な
扱いを受けて死んでしまっていたということの犠牲の上に僕らはエ
ンターテイメントやスポーツを楽しんでいたり、現在流行している
中国のECサイトsheinで、安賃金で18時間労働をさせられている事
をイギリスのチャンネルが潜入して明らかにしていましたが、そうい
う見えない背景の中で安いものを享受して、知らない間に命や人権
の搾取に繋がってたりする。そこで失われている命もあるというこ

とも気付けずにいるっていうことは考えなきゃいけないことだと思
います。

小西 : 歴史とかも含めて話せばやっぱり全く関係ないことじゃない
と思います。遠い日本で我々日本人がどうやって生きているかが今
のウクライナにどれほど関係しているか、ちゃんと勉強をすればよ
く分かる。ただ生きているだけでも加担しているんです。

石田 : 難しいけれど、謙虚であること、当たり前に感謝をすること
を生きていく中で忘れたくないけど、模索し続けないと人は気づい
たら感謝や謙虚を忘れて傲慢になったり、自分だけで生きているみ
たいなふうに思ってしまう時もあると思います。
特に先進国の便利な生活をしている人というのは、知らないうちに
色々な事に加担していて搾取してしまったりしているというのを、
今一度考え直した方がいいかもしれないですね。

今回小西さんを通じて載せたかったものというのは、単純にあの
戦争が起きた時のインパクトを忘れてる人が多いなと日常の中で
感じて、サステナブルマガジンが美容室の鏡の前に置いてあったら

「そうか、まだ戦争って終わっていないんだ」というのをもう一回思
い出すきっかけになって、もう一回検索したりして、今こういう状況
なんだと思い出してほしいという願いで今回お声掛けさせてもらっ
たんですよね。
なので、小西さんとしか話せない話ができたかなと思っています。

小西 : やっぱり戦争は終わってないですからね。

石田 : そうですね。23年4月から多くの電力会社が電気料金を上げ
ますと発表してますが、それもエネルギー問題としてこの戦争は関
係しています。
この前、環境活動家の谷口たかひささんにこの前ロンドの全社員
会議にお越しいただいて気候変動に関するセミナーをやっていた
だいた中で、「社会課題に対して無関心でいられても無関係でいら
れる人はいない」とおっしゃっていて、まさにそのとおりだなと。
色々なものの物価上昇は、コロナの影響もありますけれども、この
戦争からももちろん影響を受けていて、世界の均衡が崩れている
ので、政治に目を向けて投票にちゃんと行ったり、今はSNSという
個人が発信できるメディアもあるので私たち一人一人が意思表示
をして、どうか早くこの戦争が終わってほしいと僕は思っています。

これから撮ろうと思っているものはありますか？

小西 : 今調べているのは、サハラ砂漠を何千キロも2ヶ月ぐらいか
けて横断して、ラクダで塩を運ぶアフリカのキャラバンです。
生物の進化学上言われているのは、我々はアフリカ大陸の砂漠か
ら生まれて2足歩行を始めて、ホモサピエンスが今の我々になった
と言われているじゃないですか。そのキャラバンというのは砂漠を
ただ2ヶ月間、毎日歩く。我々が生まれたとされる場所で、2足歩行
によって遠いどこかへ行くという。
車にも飛行機にも乗れるけど、歩いたり、いろいろなラクダとかロ
バとかいろんな違う生き物の力を借りながら生きていこうとすると
いうホモサピエンスとしての原始みたいなものを一回見てみたいと
いうか、そこからもう一度、今ウクライナで起きている戦争を、砂漠
から考えてみたいっていう想いがあります。

石田 : なるほど。改めてウクライナの戦争の事を考えたいっておっ
しゃってましたけど、現地に行った小西さんでさえ「戦争とは何
か？」簡単にはわからないという事でしょうか。

小西 : 今はまだわからないですね。

石田 : それぐらい不透明で輪郭のわからないものなんですね。

小西 : 「戦争とは何か？」と考えると結局は「人間とは何か？」とい
う事だと思います。だからもうとんでもなくわからないですね。戦
争の事を考えると人間の事を考えないといけない。人間の事を考
えるとなったら一番手短なのは自分の事を考えなきゃいけない。自
分という人間をまず理解して、自分が一番魂から輝いてる瞬間はい
つなのか。反対に一番魂がボロボロになってしまう瞬間はいつなの
か考えたり、そういう事から始めないといけないと思います。

石田 : 確かにそうですね。僕も改めてまずは自分から見つめ直して
みたいと思います。貴重なお話ありがとうございました。
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石田：関根さんの事業は大きく２つ、映画とワインがあると思いま
すが、その事業を始めたいきさつや内容をお伺いさせてください。

関根：ユナイテッドピープルの目的が「人と人を繋いで社会の課題を解
決する」ということで、映画とワインの事業をしています。
僕自身が大学生の頃に世界各地を放浪していまして、最初は先進国
ばっかり行っていたのですがある時、中東のパレスチナのガザ地区と
いう紛争地に足を踏み入れることになって、この同じ地球・同じ時代
を生きているにも関わらず、こんなにも毎日生きるか死ぬかわからな
い状況で生きている人達が存在するってことに初めて直面しました。
僕にとっては人生を変えるくらいの体験がガザ地区の旅だったので
すが、この紛争や戦争を解決したい、世界中の人々がともに幸せにな
れる世界を作りたい、世界中の子どもたちが子どもらしい夢を描け
るような世界を作りたいとその時に思いました。
そこから帰国していくつかの会社で働いた後、2002年26歳の時に会
社を作って、今のユナイテッドピープルが誕生して21年になります。

どうして映画にたどり着いたかって言うと、世界のことを伝えるメ
ディアとしては報道も重要ですが、映画はストーリーで伝えること
ができます。
主に扱っているのはドキュメンタリー映画なのですが、実際に起き
ている出来事を何か月、または何年もかけて取材・編集をして60分
から90分にまとめあげていく。そこに出てくる人々は子どもであっ
たり、親であったりおじいちゃんやおばあちゃんであったり、普通の
人達が突然戦争や気候変動、何かの出来事で苦しんでいく。
ニュースだとどこで何人死にましたとかそういう数字が出てきます

けど、映画だと一人一人のストーリーになります。誰がどんな人生を
送っていてどんな親でどんな子どもだったか、どんな夢を持ってい
たか、でもこういうことが起きてしまっている。そういう映画の力を
使って感動を届けることができる。

「こんな人達がこういう状況でこんなに大変な思いをしているので
あれば、私たちに出来ることは何かないだろうか？」
そのようなきっかけをくれるのが映画の「感動を届ける力」だと思
います。
そんな力に気づいて2009年から映画事業を開始し、世界各地で起
きている様々な社会課題、貧困・飢餓・食品ロス・難民・戦争・紛争・
生態系の破壊・児童労働や奴隷労働・ゴミ問題とか色々ありますけ
ど、様々な課題を伝えることによって少しでも社会を前進させた
い、多くの人に問題に気づいてもらって行動を変えていきたい。
ユナイテッドピープルの目的である「人と人を繋いで社会の課題を解
決したい」それぞれが社会の中で様々な役割、また能力を持ってい
るはずです。一人ひとりが少しでも私に出来ることはこれ、僕にはこ
れが出来る、と重なっていくと大きな力になると思います。
映画をきっかけに多くの人が問題に気づき、そして解決に向けて行
動する人がたくさん増えていくことによって、みんなの力でこの世界
を良くしていこうという潮流を作るために映画事業をやっています。

石田：僕も映画ですごく影響を受けて自分の人生が変わった一人で
もあるので、知るということに映画はとても有効だと感じています
が、今までに配給したのは何本くらいですか？
関根：現在取り扱っているのは60本くらいになりますね。

石田：その中で印象的な作品はありますか？

関根：たくさんありすぎるんですよね…今思いつくとしたらなんだろ
うなあ…。「バベルの学校」というフランスの映画があって、これはフ
ランスのある中学校を1年間追いかけたドキュメンタリーです。フラ
ンスは移民国家なので世界中から様々な理由でフランスにやって
きた20か国24人の生徒が出てきます。その子ども達の為に1年間
フランスを学びながら授業を受けていく特別なクラスがあるんです
ね。その特別クラス追いかけていくと、宗教が違う、それも場所に
よっては挨拶の仕方とかお祈りの仕方が全然違ったりする、国籍も
違う。最初は小さな違いによって子ども達は喧嘩するんです。でも
1年間経ってみたらめちゃくちゃみんな仲良くなるんですよね。
大人たちの世界ではちょっとした違いとか、どっちの地図が古いか
らって戦争になったり、そういうことがあるわけですけども、子ども
達は簡単に違いを乗り越えて違いを認め合って友達になっていく。
そんな姿を見せてくれる素晴らしいドキュメンタリー映画ですね。
現在のグローバルな世界では決してみんな価値観が同じにならな
くて良いと僕は思うんです。バラバラで違うことが価値になるし、食
べ物も文化も音楽も違うから色んなものを楽しめる。違いを認め
合うっていう。

石田：認め合うということが平和の第一歩って感じがしますね。

関根：まずはその違いを知ろうと。「バベルの学校」はその原点とな
るような子ども達の交流の姿が見られますね。

石田：ユナイテッドピープルは配給会社というイメージがあります
が、「もったいないキッチン」はどういう流れで制作をすることに
なったんですか？

関根：映画の配給をしていく中で自分なりの表現をする映画を作っ
てみたいと考えていた頃、たまたまユナイテッドピープルとして配給
した「0円キッチン」という映画があって。映画監督のダーヴィド・グ
ロスが廃油で動くキッチンカーに乗ってヨーロッパを旅しながら食
品ロス問題を“美味しく・楽しく”解決していく。各地で見つけた捨
てられちゃう食材で各地の料理人に美味しい料理を作ってもらっ
て振る舞うというロードムービーです。
食品ロスの問題をレストランや企業など誰が悪いって拳を上げる

のではなくてエンターテイメントで解決していく。それでピンと来た
ので日本で配給した時にダーヴィド・グロス監督をお招きして一緒
に取材を受けていました。
世界で生産される食糧の1/3が捨てられていると言われていて、日
本でも年間500～600万トンの食品ロスが出ている。日本国民全員
がまだ食べられるおにぎりを1人1個、毎日1億2千万個くらい捨てて
いる計算になります。これが日本の食品ロスです。

石田： すごい量ですね、、、。

関根：「日本って“もったいない精神”の国だよね、どうしてこんなに捨
てるの？」「『0円キッチン』はもったいないをテーマにした映画なの
に、日本ってめっちゃもったいないじゃん！」とダーヴィド・グロス監
督と意気投合して「ダーヴィド、一緒に日本で『もったいないキッチ
ン』という映画を作ろうよ」と自然な流れで作ることになりました。
僕は「映画のプロデューサーって何やるんだろう？」というところか
ら始まったので、先輩プロデューサーや監督に「すみません、映画の
プロデューサーって何をしているんでしょうか？」って聞いて。そこ
から始まりました(笑)

石田：多くの日本人は幼少期から“もったいない”という言葉が当た
り前に刷り込まれているはずですが、感謝やユーモアなど色んなも
のが欠けているのではないかと再認識させられました。
銀座ソーシャル映画祭など様々な地域で色々な方が映画祭を開催
しているのをSNSなどで見かけますが、過去に配給した60作品は
どうしたら見られますか？

関根：一部の映画はDVDを出していますが、基本的には上映会でしか
見られない作品が多いです。自分の地域でこの映画を見たい、じゃあ
仲間と一緒に場所を選んで上映会をしよう！と皆さんに開催して頂い
ていますね。
さっき石田さんが仰っていたことは重要で、やっぱり映画のインパク
トって心なんです。“知る”の先に感動があるわけですが、感動で心が
動いたり認識が変わると行動が変わるんですよね。
ユナイテッドピープルがやろうとしているのは認識を変えていくこと、
映画という感動の手段を使って認識を変えていくこと。そうすると
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ペットボトルをよく買っていたけど買う回数を減らそうとか、マイボ
トルに変えようとなる。そしてその姿を見た周りの人が「マイボトル
使ってるんだ！何で？」「実はね…」と、今度は映画を介在せずに変
化が起こっていく。こういうポジティブな変化を起こしていきたい。
そのためには皆さんに映画の上映会をやりたいとぜひ手を挙げて
頂きたいです。

石田：ユナイテッドピープルさんに連絡すれば上映会を開催できま
すか？
関根：そうですね。上映権を貸出ししているので、ユナイテッドピー
プルのホームページかcinemo(シネモ)というサイトでお申込みをし
て頂くことになります。でも映画の予告編を見るだけでも何か受け
取るものがあると思います。

石田：たしかにそれぞれの映画で予告だけでも感じることは多くあ
りますね。次回配給の映画は『グレート・グリーン・ウォール』が
2023年4月22日シアター・イメージフォーラムほか全国順次ロード
ショーですね。

石田：話変わって、ワインのことをお伺いさせて下さい。ワイン事業
を始めたのはいつ頃からですか？

関根：2021年のピースデー、9月21日に開始しました。

石田：最初どのようにワイン事業を始めて、現在までのステップに
ついて聞かせて下さい。

関根：そうですね。映画事業をやってきたユナイテッドピープルが創
業20周年を目前にワイン事業を始めたのですが、その目的もミッ
ションに沿っていて、人と人を繋ぐ手段としてのワインだなと考え
ました。
食って「人を良くする」って書くじゃないですか？食事を共にする場所
にワインがあったりすると緊張がほぐれて友達になっていく。国境

を越えてこの関係性を創っていくことが出来たらなと思っています。
ワイン事業はユナイテッドピープルワインというのですが、三段階あ
ると考えていまして、まず最初に始めたのが日本に輸入されている
平和の要素があるピースワインを販売すること。
二段階目はすでに始まっていますが自分たちで外国からワインを
輸入・販売する、それがレバノンワインです。
三段階目は自分たちでワイナリーを作るということで、2020年の初
夏から北海道の余市でブドウを植えるところから始めています。ワ
イン事業は平和の実現を目的にしているのでこれを「余市ピースワ
インプロジェクト」と名付け、5年間で100か国の皆さんと汗水を流
しながらブドウの苗を植えたり、雑草を抜いたり、剪定やボトリン
グをしたり。そういうプロセスにたくさんの国々の人に参加しても
らって、宗教や国を越えてみんなで平和を願って作るワインを5年
で完成させたいです。その1年目が終わったところですね。

石田：なるほど、あと4年で完成。

関根：はい。2020年初夏に最初のブドウの苗を植える際、アフガニ
スタンから避難して来られた難民のご家族の皆さんに余市までお
越し頂き、一緒にブドウの木を植えてきました。

石田：関根さんの後ろにあるワインは？

関根：これは先ほど申し上げた、ユナイテッドピープルが輸入した
レバノンワインです。このワインに出会えてすごくラッキーだなと
思うのですが、ワイナリーのオーナーがレバノン人でキリスト教徒
のエディー、アシスタントワインメーカーがシリア難民でイスラム教
徒のアブダラなんです。宗教がキリスト教とイスラム教、国籍はレバ
ノンとシリア。宗教も国籍も違う2人がパートナーシップで作ったワ
インでもありますし、特にこのワインはシリア難民のアブダラの想
いが入っています。ご存じの通りシリアは紛争によって仕事もない、
危険でもある、大変な数の方が難民となっています。アブダラも難
民の1人としてレバノンに暮らしながらワイン作りをしていて、彼の
将来の夢はいつかシリアに戻ってワイナリーを作ること。このワイ
ンを買って、飲んで頂くことが彼の夢を応援することにもなります。

石田：なるほど、そういうエシカル消費はこの時代に本当大事です
よね。

関根：そうですね。あとはレバノンに暮らす難民の方、レバノン自体
も非常に厳しい状況であり、レバノンに住む生活に苦しむ方々への
支援活動として「パレスチナ子どものキャンペーン」というNGOにワ
インの売上の3%が寄付されることになっています。寄付にもなる
し、シリアで平和のためのワイナリーを作るという夢の応援にもな
るワインです。

石田：ワインを作ることで誰かを助けられるというバックボーン以
外に、関根さんは今までたくさんのワインを飲まれていると思うの
ですが、味にもこだわって輸入されているんですよね？

関根：レバノンには土着品種があるので、他にはない特徴のあるワ
インが結構ありますね。それと同時にやっぱり作り手、誰がどのよ
うに作っているかを知っていると、やっぱり楽しみ方が増えると思
うんですよね。

石田：確かに。

関根：これまではラベルのデザインとかブドウの品種くらいで、こ
れは美味しいワインだとかそうじゃないとかあったかもしれませ
ん。これは「ダー・リヒ・ハナン」というワインですが、ラベルにはこ
んなふうにワインの説明が書いてあります。

「シリアの戦争から逃れてレバノンで難民として暮らすアブダラ・リ
ヒによって作られたワインです」
という文章から始まっていて、こうやって長々と説明を書いている
ワインって中々無いと思うのですが、やはりストーリーを知ってほ
しいと思ってこういうラベルにしました。

石田：舌だけじゃなくて心でも楽しめそうですね。

関根：ストーリーと一緒に味わって頂きたいですね。このワインもそ
ういった意味では世界と繋がるきっかけ、アブダラと繋がるきっか
けですし。映画もワインもそういう入口かなと思っています。

石田：ありがとうございます。これからの4年間、ユナイテッドピープル
のワイナリーができるまでのストーリーを楽しみに追っていきますね。
少し話がずれますが、平和という話として昨年からウクライナとロ
シアの戦争を目の当たりにしている関根さんの想いや感じている
こと、メッセージがあればお伺いしたいです。

関根：めちゃくちゃ悩ましいですよね。戦争は終わらないですし火に
油を注ぐような武器が届いて互いにエスカレートしていて。街がど
んどん破壊されて人々が亡くなり、悲しむご家族が増えていくよう
な状況をニュースで見ているとやっぱり悲しいですよね。
戦争という現実が周りに飛び火しているじゃないですか。飛び火し
ているっていうのは、各国が自分たちの国を守るためにロシア・ウ
クライナの戦争が起こったことで「自分たちも武器を持たないと国
を守れないぞ」と軍備増強することが残念ながらトレンドになって
しまっています。

日本は5年間でGDPの2%まで防衛費・軍事費を倍増させる計画で
すが、心を恐れに支配されるといけないんだなと常々感じていま
す。恐れからより強い武器を持つ、恐れから先制攻撃をする。それ
に陥らないためには普段からの文化的な交流、音楽やドラマに映
画、実際に旅をして人々に触れあって信頼関係を醸成したり、お互
いを知るということ。やはり出会わないから、知らないことによる
怖さがあります。その点ユナイテッドピープルでは文化の交流をと
にかく増やしていくしかないと、それが私たちの役割だと思ってい
るので、世界の様々な地域の生き方や暮らし方、人々の様子、社会
課題を伝えたり、映画とワインを使って世界と繋いでいく、それを
続けるということかなと思います。

石田：さすがです。これからも勉強させて頂きます。今日はお話し
頂きありがとうございました。

ユナイテッドピープル代表 国際平和映像祭代表 

関根 健次 

ユナイテッドピープルホームページ

https://unitedpeople.jp/

ユナイテッドピープルワインホームページ

https://upwine.jp

cinemoホームページ

https://www.cinemo.info/

Instagram

https://www.instagram.com/sekinekenji/

ソーシャル映画と平和のワイン ユナイテッドピープル
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こんにちは。Lond代表の小林です。
今回のコラムはジャカルタのサロンで夫婦で働いてくれているス
タッフに話を聞きました。夫がヘアスタイリスト、妻がネイリストと
して一緒に働いてくれています。また2人には3歳になる子供もい
て、普段はベビーシッターさんを雇い夫婦で仕事しています。
以前は他のサロンさんで働いていたので、Lond by cielsowalへ
入ってからの環境の変化、また子供への思いなども聞いてみました
の最後まで見ていただけたらと思います。ではどうぞ。

♤.お名前は？
ライアンです。(夫)　 シンタ（妻）です。

♤.なんで美容師、ネイリストになったの？

ライアン：人を幸せにするのが好きだからです。 髪の毛を綺麗に
することで、お客様は自分に自信を持つ事ができます。また、お客
様がふと鏡を見たときにヘアスタイルやヘアカラーが素敵で僕の
ことを思い出してくれたらとても嬉しく思うからです！
以前のジャカルタではヘアスタイルにお金をかけるという優先順位
が低い方が多かったですが、最近はお客様のライフスタイルにとっ
て欠かせないものになってきていると感じています。
そのため私はヘアスタイリストの仕事に誇りと、お客様に対して沢山の
情熱を持って対応させていただくことで、スタイリストという仕事を通し
お客様を幸せすることで自分たちの未来も広げられると信じています。

シンタ：もともと絵を描くのが好きだったのもあり、得意なことを
活かせるようにネイリストになるためにサロンで働き始めました。
女性は自分の爪が美しいと、今までより自信を持てると思います。
今では沢山のお客様のネイルを任せて頂けて嬉しく思っています。
ネイリストという仕事を通じて様々な方とコミュニケーションを取
る機会も増え、多くのお客様のことをより深く知ることができる
のもこの仕事の好きなところです。

♤.Lond by cielsowalに入って変わったことは？

ライアン：大きく気持ちの変化がありました。それはスタッフみん
なと昔から一緒に育った家族のような気持ちになれたことです。
主にはみずほさんや後藤さん(※Lond海外事業の共同代表)が

「子供は元気？」や「今後の未来の予定は？」などと温かい言葉で
聞いてくれることが嬉しく思っていて、そのお陰で変われたので
はなかと思っています。
前職では義務的に仕事をこなすという事が多く、辞めるスタッフ
も多くいました。ですが、今はここが自分の家のように感じられる
ので、気持ち良く過ごせています。日本人スタッフがインドネシア
語を話したりするので、とてもアットホームな空間です。
また前職よりも収入面も安定していて、働く環境もとても良く、メ
ンタル面や体力面どちらも満たされる事で、心を込めて仕事に取
り組むことができています。

シンタ：第二の家族に出会ったような新しい人生のスタートになり
ました。もちろん問題が起きる事もありますが、みんなで話し合い
をしながら、問題を解決が出来るスタッフに囲まれています。私も
同じく、メンタルや体力的な負担もなく快適に過ごせています。 収
入も良くなった事で心が豊かになりとても感謝しています。また私
の技術や接客についてもしっかりと評価をしてくれるので、一ス
タッフとしてだけでなく、価値のある人間として接してくれてます。
また時々好きな物は何か？など意見を聞いてくれたり、働いてい
る私たちに感謝を示してくれます。そのような環境に私たちは幸
せを感じています。だから私もより良い生活のために今まで以上
に向上心を持って楽しく仕事に取り組むことができています。

♤.一緒に働くスタッフについてどのように考えていますか？

全ての店舗のスタッフを家族のような存在に感じています。沢山
の人がいるので、中にはコミュニケーションが不得意な人、人と
違った意見がある人もいますが、言いたい事は言える環境なのが
凄く良いと思います。また私たち夫婦はそのような状況には慣れ
ているので、その都度話し合いをして問題を解決することができ
ています。沢山の店舗があるので、時には問題が起こることもあ
りますが、スタッフ一丸となり協力をして解決ができる大切な仲
間です。Lond by cielsowalは基本的にコミュニケーションを取
るのが上手なスタッフが多いです。

♤.自分の子供たちに何を伝え、与えていきたいですか？

あたりまえのことですが私たちは子供に大きな愛を持って接してお
り、一緒にいる時間を楽しく過ごす為にも、仕事の問題や暗い話題
は家庭には持ち込まないようにしています。
今はまだ小さいので両親共に働く時間が長く離れる時間が多い事を
嫌がっていますが、成長とともに生活する上で何故仕事に行くのか？
などを子供にも徐々に理解してもらう必要のある事だと思っています。
仕事をしながらも一方では子どもと、一緒にいる時間を最大限に
楽しめるように努めています。

またWebやニュースでも教育の話題を見かけますが、日本人の子ど
もは挨拶もしっかりできて、大人しくもでき、本当に礼儀正しくて素
晴らしいと思っています。しかしインドネシアの子供たちにとって丁
寧な言葉遣いや文法は、見慣れない、聞き慣れない事が多いと思い
ます。それでも私たちは、子どもの将来の為に礼儀や正しい言葉遣
いや文法を教えたいと思っています。

これらのことは大人になってみたら覚えていないほどの些細な出
来事かもしれませんが、私たちがこの共に過ごした時間を幸せに
感じるように、子供の心にも幸福感が残ると思っています。

小さい頃の子供自身が感じる幸せや楽しい経験や記憶などは、大
人になった時の人格形成に非常に大きな影響を与えると思うので、
今後ものびのびと成長して、明るくい未来に繋がるように幸せを感
じてほしいです。
そしていつも沢山の事に興味・関心を持って臨んで欲しいと思って
います。

そのためにも今後もフルタイムで仕事をしていても子供といる時間
は削りません。勉強を教えたり遊びに出かけたり、楽しい時間を
過ごすようにしていきます。

♤.これから先の展望など。

私たちもみずほさんや後藤さんのようにオーナーになりたいと思っ
ていますが、今後もLond by cielsowalのグループの一員で居たい
と思っています。それほど、Lond by cielsowalは今までで最高の
環境だからです。

と、あるように2人は常日頃からお客様をはじめスタッフや、お店の
ことを考えてくれています。
スタイリストのライアンは非常に技術も高く、特にブリーチを使っ
たカラーリングなどが本当に上手です。時間がある時にはアシスタ
ントに自分の技術を全て教えてる姿などを見ると、『自分の技術を
独り占めするわけではなく、みんなでシェアしてみんなで上がって
いく』という姿勢が見えます。
またシンタはネイルの技術の高さもさることながら、お客様とのコミニュ
ケーションの取り方が非常に上手く、シンタさんに会いに来ている。と仰
るお客様がたくさんいます。また驚くのがシンタのお客様の７割ほ
どが日本人のお客様です。
言語という壁がある中でも、それを超えて日本人のお客様にアジャ
ストするシンタの姿勢は見習うものがあるなぁ。と感じます。

♤.海外に来てやりたいことを行動する力。

スタイリストの山崎が自身の取り組みで、営業後にインドネシア人
の方を対象にチャリティーカットを始めました。
これは山崎が元々美容師になるきっかけでもあったバンドゥン(ジャ
カルタから車で約3-4時間ほど)に留学していた時までに遡ります。
このチャリティーカットでは山崎自身がインドネシアに貢献出来る
こと、またしたいことをインドネシア人の方に伝え、それに賛同して
もらえる方をカットしてその売上を孤児院や、児童福祉施設などへ
寄付するというものです。
会社では2年ほど前からリサイクル可能な資源ごみを集め、それを
お金と交換しこちらも孤児院や児童福祉施設へ寄付すること目標
として取り組んでいます。
そこから今度はそこへヘアカットも取り入れていきたいとも思って
います。
この山崎の話は次回のコラムで深掘り出来たらと思います。

店舗が増えればスタッフも増えます。そんな中でも2人の様な中途
採用のスタッフにもLondのフィロソフィーを理解してることが垣間
見えると、本当に嬉しいですし、国籍や先進国、新興国などは関係
なく素晴らしいパーソナルの人って沢山いるよなぁ。
と思わされます。だからこそそんなスタッフのために良いステージ
を作っていきたいと思います。

https://www.cielsowal.com

WEB

詳しくはホームページをご確認ください。

Lond groupには2023年3月現在インドネシアに5店舗、台湾に1店舗サロンがあります。Lond創業代表の1人、小林瑞歩
が海外サロンにおいての社会貢献について語ります。

Lond by CIEL SOWALホームページ

Lond SUSTAINABLE MAGAZINE VOL.4Londの取組 海外雇用について

Lond group代表取締役6人共同代表の1人。主に海外
事業を担当。2023年3月現在インドネシアに5店舗、
台湾に1店舗サロンを展開。

小林 瑞歩
株式会社Lond Holdings 代表取締役
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What？

Londオリジナルシャンプーを4ℓのリフィルにして、ボトルを持参して頂いたお客様に1ml→7円(税別)で量り

売りしています。持参していただく容器はフタが付いていればご指定はございません。もちろん、Lond各店舗

にご来店したことがない方でもご購入頂けます！お気軽に近くの店舗にお立ち寄りください。4ℓのリフィルが

一つ売れる度に、ボランティアカットにいっている児童養護施設にシャンプーを1本プレゼントするという取り

組みです。

プラスチックボトル削減実績 動物解放運動からスタートしたヴィーガンですが、近年では、健康面か
ら菜食を選ぶ人が増えたり、畜産業の環境負荷が問題視され、気候変
動や動物多様性崩壊の側面から動物性のものを避ける人が世界中で
増え続けています。ヴィーガンはこれからの新しい選択基準になって
いくことが予想されています。

「1人の100歩より、100人の1歩」をテーマに、環境問題・人権問題・持

続可能な社会へのアクションについてInstagramで発信しています。

Londの取り組みや、誰もが関わる身近な問題を知ってもらうことで、

少しずつ世界を変えていくムーブメントを起こしたいと考えています。

Vegan Societyは1944年
イギリスでドナルト・ワトソン
によって創設された組織で、世
界で最も古くから存在している
ヴィーガン組織です。

天然の酸化防止物質やオメガ6、オメガ9のような一価不飽和脂肪酸を
大量に含み老化防止効果が非常に評価されています。

Veganとは 配合成分Vegan=VEG etari AN

動物由来原料を使用しない
生態系や地球環境に配慮し、牛乳、卵、蜂蜜、動物の毛など動物から

搾取した成分を使用しない

動物実験は行わない
動物に苦痛を与えるような製品開発は行わない。

遺伝子組み換え原料は使用しない
動物由来 DNA 以外で使用の場合はラベルに表示植物本来の

自然な栄養や効果・効能を大切にする。

● 

●  

●

マルラオイル

種子から抽出されるわずか5%の貴重なオイル。サボテンオイルは稀に
見る保湿作用とアンチエイジング効果があります。
オイルの抽出作業は現地の女性たちの経済自立とエンパワメントにも
貢献しています。

ウチワサボテンオイル

種子には脂質とタンパク質が多く含まれ、髪質改善や髪のボリューム
アップ効果、髪のもつれを改善します。

※フローラルジャスミンティの香り

● ミノタムヌス（復活の木）抽出 グリセリルグルコシド
● 加水分解エンドウタンパク

スターフルーツ（*GREENTECH 社  フェアトレード）

その他にも効果効能が高い成分を高配合販売実績
4ℓ販売 87個 360ℓ
87本施設への寄付 1,200本削減しました

それにより300mlのボトル換算で

量り売り
について

最も権威の高い 《Vegan Society》 の認証を取得！

「Relance (リランス)」は

Londの美容師13人が1年をかけてサンプリング

自社開発したオリジナルシャンプーです。

Lond media 環境 人権 サステナビリティ

3つの柱をテーマに投稿中！

■実績 2023年3月現在

Lond SUSTAINABLE MAGAZINE web版

@lond_media

容器持参でプラスチックゴミを削減！

必要な分だけ購入するので無駄がない！

サロンクオリティの高品質シャンプーを
いつもよりお手頃で！

ゼロウェイストで地球環境にも優しく

食品・衣料品・化粧品などあらゆる動物からの
搾取をやめるアクション

この13人のメンバーがプロの美容師として、満足いくまでサンプリングをして
泡立ち、洗い上がり、香り、仕上がりにこだわりを持ち制作しました。

Lond SUSTAINABLE MAGAZINE VOL.4Lond SUSTAINABLE MAGAZINE VOL.44ℓ for 1bottleLond Sustainable Project Lond Original Shampoo 自社開発したVegan Society認証シャンプー

2023.4月リニューアル発売！

シャンプー1.0／トリートメント1.0

シャンプー1.2／トリートメント1.2《プラントベース》

①生分解性プラスチックを使ったボトルに変更

②最貧国のひとつである
アフリカのブルキナファソ
で、テロの影響を受けた女性
や子どもたちの支援になるシ
アバターに調達先を変更。こ
のシアバターを使うことで、
貧困に苦しむ女性に所得向上のチャンスを作
り、その子どもたちが学校や病院にいけるよ
うになります。未来の平和にも繋がります。

https://www.borderless-japan.com/social-business/
african-sheabutter/

詳しくはこちら

購 入 は 店 舗または E C

https://shop.lond.jp

製 造 工 場 視 察 Yo u T u b e

https://youtu.be/pvoR8kKT6wo

リランスインスタグラム

https://instagram.com/relance_haircare
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Lond groupは「豊かで、幸せな雇用を一人でも増やしていく」というパーパスに準じて今後も店舗出店を続けていきます。
その中で今、サスティナブルに配慮した内装作りができないか常に模索しています。

Lond omotesando Renewal

Lond azur

本プロジェクトの趣旨に賛同いただける協力企業・
協力店を募り、IBD 患者さんに対して、施設・店舗
内トイレの貸し出しを行います。
また、本プロジェクトのステッカーを施設・店舗内
に掲出し、IBD 患者さんへの支援・理解の可視化に
つなげます。さらに、協力企業・協力店の従業員を
対象に1BD に関する教育資材の配布などを行い、
社会全体での疾患認知と理解を広げていきます。
横々な企業・店舗の贅同を得て協力者の輪を広げ
ていくことで、トイレの問題だけでなく、IBD患者
さんを取り巻く見えない壁を解消し、希望あふれる
日常の実現を目指します。

(※1)平成17年7月より中央区が毎月10日午前9時～開催する清掃活動。

サスティナブルな
内装について

「シャンプー量り売り」の設備

レセプションカウンター 漆喰壁

リサイクルボード【SOLIDO】 レセプションカウンター
おしゃれなシャンプーバーを作ることによって存在感を
出し、お客様へのアピールを図っています。

木の上の部分は裁断で板が真っ直ぐにならず、廃材にさ
れることも多いと聞き敢えてこの部分を選びました。

火力発電所で発生する石炭灰のほか、使用済み紙カップや
コーヒー豆かすなど多岐にわたる廃棄物を配合し、セメン
トを含めると９０％超が再生材料由来で作られています。

産業廃棄物として捨てられるホタテ貝の貝殻をカウンター
下の骨材として使用。一般的には廃棄されていた貝殻が、
現在では再生利用資源として脚光を浴びつつあります。

多孔質の表面がさまざまな効力を持つ漆喰壁を部分的
に採用しました。汚れたときに紙やすりで削れば汚れが
取れるのも良いところです。

【漆喰壁のちから】

湿度調節機能に優れ、乾燥や結露を防ぎます。

土壁は温まりにくい反面保温力が高く、暖房効果が
上がります。

天然の土や砂が主成分の漆喰は特に防火性が高く
建築基準法で不燃材料に認定されています。

土壁の粒子が話し声・掃除機・足音などの生活音の
音漏れ・反射音を吸収、軽減します。

家の中の嫌な生活臭を消臭します。
悪臭を吸着・分解し、空気をクリーンにします。

ホルムアルデヒドなどの有機化学物を吸収。
発散を抑制します。

Lond espoir

Lond polaire

Lond SUSTAINABLE MAGAZINE VOL.4 Lond SUSTAINABLE MAGAZINE VOL.4サスティナブルな内装作り 設備と建材の工夫について I know IBD I know IBDプロジェクトに参加

L o n dのボランティア活動

グレーに見えてる壁は全て貝殻モルタルを使っています。「レセプションの下の
左官の際に、本来は産業廃棄物として捨てられるホタテ貝の貝殻を骨材として
使用。ホタテもカキも、身をむいた後の貝殻は、水産加工場や家庭からゴミとし
て捨てられるのが一般的でした。それが今、「再生利用資源」として脚光を浴び
つつあります。」北千住のLond polaireも同様で、グレーに見える部分は貝殻
モルタルを使ってます。

美容室という箱物商売の中で、社会の公器としてできることを常々探してます。その中でできる「啓発活動」の一つとして
2022年より「I know IBD」プロジェクトに参加することになりました。

変えられるテナントは全て『みんな電力』に変更し、再
生可能エネルギーを使用しています。テナントごとに
電力会社が変えられないビルは管理会社やビルオー
ナーに提案をしてビルごと変えら
れないか交渉をしております。過
去には銀座のビルを1棟『みんな
電力』さんとの契約に切り替えら
れた実績があります。 https://minden.co.jp

調湿

ホルムアルデヒド

消臭

吸音

防火

蓄熱

I  know IBDプロジェクト
詳しくはこちらへ 〉

ボランティア活動

2017年5月より「働かせていただくその土地に感謝を
込めて、空気を気持ちよくしたい」という想いから、出店
しているエリア(銀座、錦糸町、表参道、北千住、池袋、恵
比寿、吉祥寺、立川、大宮、渋谷、柏、横浜)にて毎月第二
日曜日朝にゴミ拾い活動をしています。このプロジェク
トにおいては、「働く街がいつもキレイであってほしい」
「感謝の気持ち」「街を汚す人でなく、綺麗にする人で
あってほしい」という想いで活動を続けていて、Lond
のブランディングの為に行っている訳ではなく、「地域
貢献」と「スタッフの社会環境教育」の一環として、毎月
活動をしています。

Lond groupでは美容の力を信じ、定期的に児童養護 
施設(※1)に有志でボランティアカットに行かせていた 
だいてます。髪型を可愛く、かっこよくすることで子ども 
達が自分に自信を持ったり、笑顔になる機会が増えた 
り、プロがカットすることで美容師という仕事、手に職と 
いうものを少しでも感じて将来の夢や目標に繋がった 
らと思っております。
(※) 児童養護施設とは? 「児童養護施設は児童福祉法に定められた
児童福祉施設の一つです。さまざまな事情により児童養護施設では
予期できない災害や事故、親の離婚 や病気、また家族による養育が
困難な2歳からおおむね18歳の子どもたちが、家庭に替わる子ども
たちの家で協 調性や思いやりの心を育みながら、生活しています。」

ヘアドネーションは31センチから寄付ができます。引っ
張ってちぎれたりしな ければ、ヘアカラー、縮毛矯正、パー
マ等していても大丈夫 です。ヘアドネーションで毛束を
取った後、素敵なカットをお約束します。 (カット料金は頂
いております。)
Lond groupはヘアドネーションのNPO 団体JHD&C
(ジャーダック)さんの賛同サロンに登録しております。無毛
症や小児がんの治療にて毛髪を失ってしまった子どもたち
のために美容技術を使って少しでも貢献したいとスタッフ
一同想っております。(※)ヘアドネーションとは頭皮・頭髪
に関わる何らかの病気 が原因で髪の毛を失い、ウィッグ
を必要としている子ども達 に、医療用ウィッグの原料とな
る毛髪を寄付すること。

https://www.lond.jp/recruit/
sustainablilty-csr/4/

https://www.lond.jp/recruit/
sustainablilty-csr/15/

ヘアドネーションきもちいクウキ 児童養護施設ボランティアカット

https://www.lond.jp/recruit/
sustainablilty-csr/11/

ヘアドネーションついて詳しくは▶ボランティアカットついて詳しくは▶キモチイクウキについて詳しくは▶

I Know IBDプロジェクトより

田中れいかさんのページで児童養護施設について学べます

Lond group
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石田:去年に引き続き、よろしくお願いします。

吉田社長（以下吉田」:そうですね。ちょうど1年前、ピアセラボとし
て新しいブランドEAN/s（エアンス）を石田さんに監修に入っていた
だいて立ち上げた話をサステナブルマガジンでさせていただきま
したが、その後エアンスシリーズがどのような進化を遂げているの
かを軸に今回お話をさせていただきたいと思います。
去年の話ではエアンスからまずヴィーガンクリアオイルを発売し
て、順調にお客様からご支持いただいていますという話だったんで
すけど、その後にエアンスシリーズからヴィーガンソイウォーターと
いう水トリートメントを発売しているんですけれども、今年2023年
以降についてはシャンプーやトリートメント、その後も続々と新商
品を控えていて、サロンで使う専売の業務用商品も展開していこう
と思っているんです。

石田:すごいですね。ピアセラボさんはサステナブルなラインに振り
切って展開されるのですね。

吉田:はい、振り切ります。ピアセラボとしてはエアンスブランドを
育成させ、核になるブランドにしていこうと思っているんです。
このブランド開発するのに石田さんからも色々なアドバイスをこれ
からもどんどんいただきたいなと思っていますし、これまでもいろ
いろと勉強させていただいた情報というのを参考にしながら、商品
作りをやらせていただきました。
今日は、そもそもこのエアンスというのは一体どういうものなのか、
改めてブランド開発責任者である上埜にも説明してもらおうと思っ
ています。

上埜さん（以下上埜）:よろしくお願いいたします。2020年まず
ヴィーガンクリアオイルから発売したんですけれども、発売する前
に「どういった新しいブランドにしていこうか」というのを社内の中
でまず検討、企画していた時に私の部下が「サステナブルなものを
取り入れたい」と提案しました。
ちょうどその時は共同でLondさんと『PALABO』の方を開発させて
いただいていて、石田さんにサステナブルに関する情報をいただい
ているところでした。
それからピアセラボのSDGs制作発表の時、SDGsに関するお話を
石田さんにしていただいて、おかげさまで反響はサロン様にもあっ
たんですけど、私が感じた部分としては社内が一番盛り上がったん
ですよね。
特にピアセラボは開発部門が女性スタッフが多いんですよ。女性ス
タッフからサステナブルというものに対しての共感が一気に深まっ
た瞬間だったんですね。
では、このサステナブルというコンセプトのブランドを作り上げてい
く時に何が必要なのか議論していきまして、まずはブランドネームに
想いを乗せようということで、EAN/sのEがEarthアース『地球』 、Aが
Acordアコード『調和』、NがNaturalナチュラルのNですね。

「地球」「ナチュラル」と「調和」しながら、美しいものを世に送り出
していこうと。この想いが美容師さんを通じてお多くの客様に届い
て、共感を得られるブランドにしていきたい。なのでそこも複数形
にしていきたいという思いから、エアンスという最後にsをつけさせ
ていただきました。

石田:響きもよくて、覚えやすくていいですね。

吉田:何語ですか？と聞かれますが造語で、いつも今みたいなお話
させていただいて伝えております。これは是非皆さんに知っていた
だきたい気持ちのこもったネーミングなんです。

上埜:このエアンスのコンセプトを考えている時に、調達から廃棄ま
でのサイクルをきちっと回すことだとお話をいただいて、そこから
実際に地球とナチュラルとどのように調和しながら製品を作ってい
くかと考えた時に、化粧品そのものだけをサステナブルにするだけ
では足りないと思い、化粧品をご案内するためのパンフレット1枚
にしてもそうですし、美容室に飾っていただくような立体的なポッ
プであったり、製品の箱に使われている紙や容器、こういった中身
だけでなく、容器全てにまでに徹底的にこだわろうということにな
りました。
その結果、化粧箱はFSC認証紙を使い、ベジタブルインクという植
物から作られたインクで印刷し、バイオマスプラスチックと言われ
るサトウキビやトウモロコシなどの植物を混ぜ合わせながらできた
プラスチックを容器に使用しています。
植物由来のもので作ってますので、原料を作る際に光合成が行わ
れてCO2が減ったり、FSC認証の紙なので無駄に伐採するような木
をなくしていったりとか、こちらの製品には別製品のカラートリート
メント「PALABO」の時にも使用させていただいた原料の一部がサ
ンゴ礁を新たに増やす活動をしているNPO団体さんに一部寄付を
行わせていただくということで海も綺麗にしていく。
最終的にはもちろん販売されますので、利益が出ていくということ
を考えれば、関わる皆さんにちゃんと豊かになっていただく。最終
的にはお客さんがエアンスを通じてきれいになる。これをサイクル
としてきっちり回していけば、全員が幸せになれるんじゃないかと
思っています。
以上の考えから、エアンスは多面的にサステナブルにこだわり、か
つお客様にご満足いただける製品力が最も重要である。ただ、その
製品力のために他のものを犠牲にしてはならない。これをコンセプ
トに全ての商品を開発させていただいているのがエアンスブランド
になります。

石田:素晴らしいですね。また、女性リーダーによって女性ならでは
の「マルチパーパス」（多目的）という着眼点はサステナブルにつな
がっているなと思いました。
生活の中で、化粧水、オイル、ボディオイルなどなどプロダクトの種
類が増えれば増えるほど使いかけが増えて、結局使いきらないまま
に年末とかに捨てられてしまうケースも多いと思うんですよ。
そんな中エアンスのオイルは1本で化粧水のブーストに使えたり、
顔のオイルにも使えるし、もちろん髪を乾かす前後、ボディー、ハン
ドにも使えるので多くの製品を持たなくてよくなります。
しかし、このような使用用途の製品って何かの性能に寄ると、何
かに対しては使い心地が悪くなったりしがちだと思うんですけど、
僕も全身に使ってみて全てにバランス良く、使い心地良くて、プロダ
クトの機能がとてもハイクオリティーだと感じました。

エアンスシリーズにはサンゴ礁を保護する団体に寄付が行くとい
う素晴らしい側面があるので、サンゴ礁を実際見に行くツアーとか

みんなでできたらいいですよね。
北欧の方でサステナブルな取り組みが進んでいるというのは、目の
前で氷山が溶けていくのを目にしたり、豊かな自然が目の前にある
というので環境問題に対して自然に、積極的に取り組んでいるとい
うようなことを耳にしたことがあって、ずっと都会にい過ぎると、な
かなか自然と触れる機会もなく、地球環境に異常が起きてきてい
るということに気づきづらかったり、自然が美しく、尊く、大切なも
のである、ということを忘れてしまうのではないかと思います。

色々な環境問題がありますが、気候変動によって海水温が上がりサ
ンゴ礁が白化してしまって、サンゴ礁に住まう小さな海洋プランク
トンたちの住処がなくなってしまっている状況は、本当によくない
んです。海って、実はとても多くの二酸化炭素を吸収してくれるし、
その海洋プランクトン達はたくさんの酸素を作ってくれるので、サ
ンゴ礁がどんどん白化して戻れないレベルまでなってしまうと、気
候変動を止めることができない「ティッピングポイント」というとこ
ろまでいってしまう危険性があります。
実際「クライメートクロック」というティッピングポイントはここに来る
よというのを測ってくれる、気候時計というのが今世の中にあります
がそれはもう2023年初頭の時点で6年半を切ってしまっています。
産業革命後、1800年後半の世界の平均気温から1.5℃上昇までに
抑えようというのが、今世界で叫ばれている気候変動を止めようと
いうラインです。
上昇が1.5℃でも70％ぐらいのサンゴ礁が白化してしまうと言われ
ているんですけれども、 2℃上がってしまうと、サンゴ礁が100％白
化してしまう言われていて、、、。
1.5°C上昇まででなんとか保とうということに対して、やっぱり
色々なものを削減していくということも大事ですけれども、エアン
スのように製品に地球を良くする成分や仕組みが自然に入ってい
ると、売り手よし、買い手よし、世間（地球）よし、の三方良しのブラ
ンドになっていて、このような考え方が本当にこれから求められる
時代だと思います。

吉田:そうですね。石田さんにおっしゃっていただいたように、知識
や情報も大切ですが、やはりリアルな体験がそこに伴ってきた時っ
てはかり知れないエネルギーになるじゃないですか。意識が大きく
変わると思うんですね。
我々は商品を通じてサステナブルな知識とか情報を発信していき
ますけど、＋体験をどうやって作るかがテーマだと思っています。
沖縄のサンゴ礁とかを実際現地に足を運んでそういった活動を目
の当たりにするとか、もしくは自分たちがその再生活動に参加しよ
うと思っていまして、我々のパートナーである美容師さんと一緒に
そういった活動をするとか、あるいはエアンスシリーズはイギリス
ヴィーガンの認証をとらせてもらってますけど、この協会もどうい
う活動しているのか、ツアーを組みながら現地を視察するような
こともやりたいと思っていまして、今年、来年あたりの活動テーマに
入れていきたいと考えてます。

石田:実は僕寄付で自分の名前を付けたサンゴを実際植えたこと
があるんですよ。一番は自分で植えに行けたらいいですけどね。

去年のLond sustainable magazine Vol.3にもサステナブルな製品について取材させていただいた美容メーカーピアセラボ吉田社長に今回も
Lond group代表の石田がピアセラボの「現在とこれから」についてお伺いしてみました。
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サンゴでもそうですし、木を育てるとかもそうですし、そうやって自
然、地球に触れるというのは、アイデア次第で色々なことができま
すよね。

SDGsの「つくる責任、つかう責任」のゴールは製作側と買い手側両
方に関することですが、人や環境、動物などに配慮した「エシカル消
費」という購買についても知らない方も多いので、製作側が消費者
を育てるのも、すごく社会的意義があると思います。
単に消費者が製品製造の背景を知らなかったというケースはもの
すごく多いと思うので、人や環境、動物にマイナスになることに自分
の購買が繋がっているのであれば買わなかった、という方も多いと
思います。
例えば、エアンスの化粧箱に使われている紙はFSC認証を取得して
ますが、これは環境や人権に配慮した林業によって生まれた紙で
す。逆に、違法的だったり、環境破壊を助長してしまう原料調達も
あるので、そういうことをどこか伝えられる場面というものがあれ
ば、心で購買する方というのは多いと思うんです。そういったもの
はどんどん発信していきたいと思いますね。

吉田:『心で購買する』っていいですね。いや、すごいフレーズとして
は…刺さりますね。

石田:ありがとうございます。結構、サステナブルな、エシカルなモノ
やサービスを求める方は増えてきていると思っています。
ただ、現代は情報が多過ぎて探し出せないことも多いので、美容師
がサステナブル、エシカルな部分をしっかり語って、一つでも多くの
エシカル消費が起きたらいいなと思います。

吉田:当然メーカー単体でも頑張りますが、美容師さんのご協力も
いいただきたいです。サステナブルな知識や情報をしっかりシェア
して、美容師さんがお客様に向けてある意味代弁者になっていた
だいて共同で価値を作っていくことが大事だと思ってます。

【新商品について】

今エネルギー問題、電気代高騰の話題はすごく大きな問題になっ
ています。ロシア、ウクライナの戦争で、エネルギーに対する重要
性、日本のエネルギー自給率はまだまだ十分ではないので、どう
やってエネルギー消費を抑制をするのか。また、再生可能エネルギー

というのを上手に取り入れることとか、やっていかなきゃいけない
じゃないですか。
そういった問題も美容製品を通じて、何か貢献できるものがあるのでは
ないかっていうのが、実は次の新製品のコンセプトにも入っています。

上埜:次の新製品はミストを出します。今回、水トリートメントが
Londさんでも多くの方々にご販売いただきまして、ピアセラボでも
好評なアイテムになるのですが、この水トリートメントをベースにし
た、洗い流さないトリートメント。こちらを23年6月に発売させてい
ただきます。
この新製品の特性は、ミストをかけて乾かすと、乾かす時間が約
27%短縮できるエビデンスが出ています。
ご自宅ケアの時に、例えばお風呂上がった後に使うドライヤーの約
27%の時間が減りますので、ここで少し電気代を抑えていただける
のと、省エネにつながりCO2を削減します。
また、美容室の場合、単純計算ではあるのですが、例えば500名1ヶ
月にご来店されると考えた時に約27%ドライヤーの時間が削れる
と35時間に相当するんですよ。35時間ドライヤーをかけっぱなしに
している分の電力がなくなる。
エネルギーとして大きいじゃないですか。また、エネルギーだけの問題
でなく、生産性と言われる部分に関してもその分の時間が空けば、お
客様にもしっかり対応することもできますし、より多くのお客さんにも
入っていただけるというところで、両面で喜んでいただけるコンセプト
で今回水トリートメントのミスト版を発売させていただきます。

石田:これも三方良しですね。エネルギーの部分もありますし、美容
師が生産性が上がって、還元が上がるというのはありますし、お客
様もやはり1分でも早く美容室を出れた方が、例えば「美容室帰り
にここ寄れるな」とか「早く帰ってこれができるな」と時間を有効利
用できると思うので喜んでもらえるのではと思います。あと家で使
えば楽できますからね。また家庭でのCO2の排出の約50%、半分は
電気由来と言われてますから気候変動対策にも有効ですね。
吉田:もちろん時間が短くなるだけではなくて、髪そのものに対して

の質感などの基本機能にも自信がある製品でもあります。ドライの
時間を少し早めることができるのはお客様にも、美容師さんにも
両方にとってメリットのあるものだと思います。

上埜:また、最近ショートの方も多くなってきてるじゃないですか。
朝はやはり手間がかからないほうがいいという方が私達調べてい
くデータでは多くて…。
例えば寝癖直しのように使っていただいてそのまま乾きやすいので
朝の時間もできるだけスタイリング時間を短くしていただけます。
もちろんエアンスシリーズなので、環境配慮の部分もあり、同じく
ヴィーガン認証も取得してます。

石田:楽しみですね。スタッフたちも喜ぶと思います。ありがとうご
ざいます。

上埜:環境問題や社会情勢はどんどん変化していきますので、エア
ンスの活動も同じ内容で続けるのではなくて、時代に合わせて進化
させていくということを意識した結果、今回省エネ、また、電気代を
減らすところに着目ができました。
これからも社会課題解決と、他の多機能性でどうやったらお客様
に喜んでいただけるか、美容師さんはどうしたら喜んでくれるか、
三方よしを追求しながらどんどんエアンスシリーズを進化させてい
きたいと考えております。

石田:素晴らしいですね。エアンスのような製品作りが当たり前にな
る社会になったらいいなと僕は思います。美容師が自然にいいな
と思って使っているものが自然にサステナブルに配慮されている、
そんな時代が来てほしいなと思いますけれども、それを先駆けて
されているピアセラボさん、本当に敬意を表します。

吉田:ありがとうございます。この後の展開としましては美容室さ
ん、美容師さんに対して使っていただける業務用製品に対しても、
性能のいい製品かつ、サステナブルな価値のある製品を2023年後
半からスタートしていこうと構想してます。
サロンで施術をすればするほどお客さんもキレイにもなるし、世の
中に対してもプラスなものにつながっていくのを、エアンスシリーズ
で広げていきたいと思っています。
これから2023～25年に向けてこういった製品をつくっていくロード
マップを描いています。

上埜:エアンスシリーズの美容師さんが使う業務用新製品の計画の
第1弾が2023年後半にはなりますけれども、まずはシステムトリート
メントの開発です。2024年にはヴィーガンの認証を取ったファッショ
ンカラー、2025年にはグレーカラーの発売を予定してます。
美容室の中にヴィーガンメニューがエアンスブランドで設定できる
となれば、多くの美容師さんたち、美容室が取り入れていただけるの
ではないかと思います。
SDGsもそうですし、サスティナブルに関する情報をまだまだ知ら
ない方ってたくさんいらっしゃいますが、メーカーからこういった
ものをメニューとして提供していくと、美容師さんから知識、情報が

広まっていくんじゃないかと思います。
お客様も結果的にいろんなものが選べる環境になって、自身が満足
できるものを選択しやすい環境ができるのではないかと思います。
あと、カテゴリーを超えたものも製作したいと思ってます。例えば
ですけれども、先ほどLondさんのお手洗いをお借りさせていただ
いたときに、フレグランスがすごく良い香りがしたんですね。美容
室の中でのこのような体験、フレグランスのこの香りって何なんだ
ろうと、写真を撮ったりとか、このハンドソープすごくいいから、私
もおうちでも使ってみようとか、美容室に来たときって、そういった
良い気持ちがすごく高ぶる場所じゃないですか。トイレ一つでも非
日常と言いますか。
化粧品ってどっちかというと、我々でいうとシャンプーなどのヘアケ
アが中心でしたけれども、いわゆるトイレタリー商品といいます
か、フレグランスやハンドクリームやハンドソープなど、日常的に
使っていただけるカテゴリーも増やしていくことによって、美容師さ
んたちがお客様の日常に対してご提案できる幅を少しでも広げて
いただけるんじゃないかなといったところも検討しています。

石田:素晴らしい。サスティナブルな側面があって、かつ美容室が
オーダーしやすいプロフェッショナル美容メーカーが作ってくれた
ら欲しいですね。
生活消費剤としてみんなどこかで買っているとは思うんですけれど
も、それが美容室と美容メーカーでできたらいいですね。

吉田:この3ヵ年の計画の中で、ピアセラボとしてはエアンスシリー
ズを真ん中に置きながら、毎年アップデートされる中で共感者をど
んどん増やしていきたいと思っています。
知識や情報にいろんな体験を付加しながら、エアンスシリーズの
共感者､「地球」「ナチュラル」「調和」に対する感度を高めていく
きっかけになってもらいたいなという思いでこれからも続けていき
ますので、是非手を取り合っていきたいと思っております。

石田:是非一緒にやっていきましょう。

WEB

https://www.piacelabo.co.jp/index.php

詳しくはホームページをご確認ください。

株式会社ピアセラボ

左:上埜さん 右:吉田社長
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今回4冊目のLond sustainable magazine Vol.4。いかがでしたで
しょうか。美容室で社会問題を学べるマガジンを自社発行で作り
始め、4年目になります。たくさんのステークホルダーの皆さまの素
晴らしいコンテンツによってとても学びの深いマガジンになってい
ると思います。
毎年12月に次のサステナマガジンの内容どうしようかなぁ....と大
枠を考え、1月からその道のプロフェッショナルな方々に順次コンテ
ンツ掲載のオファーをして、1月半ばから3月半ばまでで仕上げて、
毎年4/1に発行してるマガジンです。毎年、膨大かつ広範囲のコン
テンツを綺麗にまとめてくださるトップ広告社の島崎さんには多大
なる感謝申し上げます。
こちらのマガジンは、全てのLondサロンの全ての鏡に一冊ずつ、置
いて、お客様のカラー中などの待ち時間に数々の社会問題に触れ
て、新しい気づきを得ていただければと想い制作しております。

今回は「環境問題」「人権問題」それと、昨今社会情勢が不穏なので
「平和」について向き合えるコンテンツを新しく掲載させていただ
きました。何か興味のある内容はありましたでしょうか？気になる
ところは是非、このマガジンをスマートフォンで写真撮るなり、知ら
ない言葉や気になった部分を検索してみるなり、深堀してみてくだ
さい。また、こちらのマガジンは多くのQRコードが載っているの
で、是非スマートフォンのカメラで読み取ってコンテンツ提供してい
るプロフェッショナルのインスタをフォローしたり、ホームページを
見てみたり、あと「ここ応援したい！」と思ったら活動費や研究費な
どとして寄付を求めてるセクターもありますし、製品の購入で今後
の発展を後押しできるメーカーもあります。そのように後押しする
行動も一人一人が十分にできる社会貢献といえると思います。

「エシカル消費」という言葉は聞いたことがあるでしょうか？是非、
検索してみてください。
物やサービスには必ず、制作工程や雇用条件などの「背景」があり
ます。その背景を少しでも知ってお金を使うというのが今、消費者
に求められていると強く感じています。
なぜなら、簡単に言えばその会社から物やサービスを買うというの
は、その会社を大きくするということだからです。
環境に配慮している、人権に配慮している、多様な動物に配慮して
いる、人にやさしい、人を大切にしている、そんな会社が多くなると
この世界は今よりやさしく、そして持続可能（サステナブル）になっ
ていくと思います。そういう会社の物やサービスを選んで消費者が
お金を使うことを「エシカル消費」といいます。
逆を考えてみましょう。甚大な環境破壊をしている、人権をないが
しろにしている、絶滅危惧種の動物を増やしている、人を大切にし
ない、戦争を助長する.....そんな会社が増えたら、大きくなっていっ
たらどんな世界になるでしょうか.....。
日頃「お金を使う」場面は多々あるかと思います。その「お金を使
う」という行動ひとつで、社会問題を悪化させてしまったり、社会
問題の改善の手助けをできたりするのです。
環境問題だけでなく、「幸せで豊かな雇用」を増やす会社が増えれ
ば、自ずと世界には幸せで豊かな人が増えていきます。それは「平
和」に向かっていると言えるのかもしれません。はたらく人を大切に

する会社にお金を使う人が増えるといいなと心から願っています。
Londもまた、より一層スタッフ一人一人の「物心両面の幸福の追求」
を理念に、スタッファーストの経営をこれからもしていきます。

今回、サステナブルマガジンの印刷を【環境印刷】を推進する大川印
刷さんにお願いしました。
大川印刷さんに、再生可能エネルギー100%、FSC認証の紙、更に大
気汚染や化学物質過敏症の原因となる揮発性有機化合物を含まな
い、ノンVOCインキ（石油系有機溶剤０％）で印刷してもらいました。
サステナブルに配慮した印刷物を作りたい方は是非大川印刷さん
で作ってみてください。

世界は繋がっているので、色々な社会問題に対して、無関心でいら
れても、無関係でいられる人はいません。また、多くの問題は人間
が起こしているので、私たち一人一人が「未来」や「持続可能」につ
いて考えて、行動していく時代なのだと思います。
私は「1人の100歩より、100人の1歩」という言葉に希望を感じます。

「できる人が、できることを、できるだけ」やっていく。完璧を求めな
くていい。そう思います。

このサステナブルマガジンをきっかけに、自分以外のために行動す
る人が1人でも増えたら嬉しいです。下記のQRコードからこのマガ
ジンがwebでもPDFで読むことができますし、お友達や同僚の方
にもシェアできますのでよろしければ読み取ってみてください。
また、今回のも、前回のも対談が動画で観られるのでLondの
YouTubeチャンネルも下記のQRコードからリンクに飛んでみてく
ださいませ。
最後までお読みくださりありがとうございました。

 サロン名である『Lond(ロンド)』とは楽曲形式のひとつ。
主題の旋律に対し、異なる旋律が定期的に繰り返される形式のこと。

Lond groupの愛をもって世界を豊かにしていきます。

また、『Lond』の『L』には、『Love,Life,Luxe』という意味も含まれており、
“愛を持ってお客様の人生に贅沢をご提供する”

という使命を持ってお迎えしようという理念でございます。 

トップコミットメント

我々Lond groupは美容業界の革命のために立
ち上がりました。美容業界の離職率の高さ、それは
仕事に対する満足感の低さ、不安感、組織のあり
方、様々な問題があるのではないかと思います。

Lond groupでは、「全従業員の物心両面の幸福
の追求」という経営理念のもと、美容師の経済的
な豊かさ、仕事に対するやりがいや誇り、そして美
容師のサステナビリティに向き合っていき、それら
の問題を解決し、人を大切にする業界に変革させ
ていくために、強い気持ちを持って業界トップシェ
アのリーディングカンパニーを目指していきます。
また、未来のトップカンパニーを常にイメージし、
美容業界の間口を広げるべく、社会に目を向け、先
進的にCSRに取り組み、業界に広げていきます。

美容師という仕事はお客様の毛先を整えるだけの
仕事ではなく、髪型を美しく、かわいく、かっこよく
したり、パーソナルなコミュニケーションをするこ
とにより、明日からの自信や活力を与え、勇気付け
られる素晴らしい仕事だと心から思っております。
全ての人が、Lond groupのどのサロンでも最高の

美容室体験ができるように、会社は、社員一人ひ
とりを大切にし、社員満足度を上げ、そして先進
的な教育カリキュラムを提供し、社員は、Lond 
groupの行動指針にあるような素直で明るく向
上心を持ち、勇気、情熱、希望を持ち未来を切り
拓いていく人材のごとく、どうしたらお客様が美
容室を通じてもっと喜んでいただけるか、どうし
たらもっと楽しく、そして、リラックスできるか、
お客様へのより良いおもてなしを学び、実践して
いき、経営陣と現場が一丸となって全てのステー
クホルダーの最大限の幸福の追求をしていくこ
とがLond groupの経営方針でございます。

Love For All～全ての人、事、物に愛を～
という企業理念通り、我々のステークホルダーが
増えれば増えるほどに世界には愛が広がります。
そして、LondのLに込めた〈Love、Life、Luxe〉
という想い、【愛を持って、関わる人の人生や生活
を、より豊かにしていこう】これを一緒に叶えて
いける同士をこれからもたくさん巻き込み、まず
は美容師から、お客様、世界へと愛の手を広げて
いきます。

Love For All 全ての人、物、事に愛を 

経営理念 経営指針
Love Life Luxe 愛を持って

より素晴らしい人生をより豊かに

我々Londは、従業員の

物心両面の幸福を

追求する事を経営の軸とする

利益の最大化を達成できる会社

ステークホルダーの

幸福の最大限の追求

夢を与え続けられる会社

明るい会社

行動指針
勇気 情熱 希望を持ち、

未来を切り拓く人

愛し、愛される人

明るく素直で

向上心のある人

Lond group フィロソフィー

東京都出身。6人共同代表の1人。美

容業界で初のサステナ経営検定 1 

級取得。共同経営で分業する中、サ

ステナビリティの部門とサロンヴィ

ジュアル部門、ウェブ部門を主に

ディレクションしている。美容室を

家業から企業へリブランディングす

るためESG経営を実践し、箱物商売

の可能性を日々探求している。

Instagram

石田のインスタグラム

WEB サステナブルマガジン 対談動画

石田 吉信

Lond SUSTAINABLE MAGAZINE VOL.4編集後記

株式会社Lond  Ho ld ings  代表取締役
CSR  ストラテジスト

WEB

株式会社大川印刷
https://www.ohkawa-inc.co. jp

対談を動画で観るバックナンバーも読めます




